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絆で創る , 魅力あふれる豊かな町づくり｜みんなで早寝 早起き ラジオ体操 朝ごはん！

月号5 平成 29 年せとうち
広報

鹿児島県奄美大島瀬戸内町 ５月7日（日）はる市（Aコープ横）、５月14日（日）カケロマーケット（諸鈍）i

まちの人口と世帯　平成 29 年 3 月末日現在
人口
9,031 人（前月 -108）　

人口（男）
4,370 人（前月比 -45）

人口（女）
4,661 人（前月比 -63）　

世帯数
5,190 戸（前月 -28）　

どきどきの１年生

みんなで元気にはーい！

大きなあいさつ上手に

できました！
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卒業おめでとう
はじめましての思い出と共に、ありがとう。そして、さようなら。

また、会う日まで



3　　広報せとうち

卒業おめでとう入学おめでとう
別れの後は、新しい未来への始まりです。

はじめまして！さぁ、今日も元気でいってらっしゃい！



　

安
倍
内
閣
総
理
大
臣
は
、
今
年
の
通
常

国
会
（
第
１
９
３
）
の
冒
頭
に
お
い
て
、

「
壁
へ
の
挑
戦
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、「
観

光
立
国
」「
農
政
新
時
代
」「
国
土
の
強
靭

（
じ
ん
）化
」さ
ら
に
は「
地
方
創
生
」「
一
億

総
活
躍
の
国
創
り
」「
女
性
の
活
躍
」
等
、

自
ら
掲
げ
る
各
種
政
策
に
つ
い
て
、
さ
ら

に
力
強
く
推
進
す
る
こ
と
を
宣
言
し
て
お

り
ま
す
。

　

中
で
も「
地
方
創
生
」に
つ
い
て
は
、「
地

方
に
は
、
地
方
の
魅
力
、
観
光
資
源
、
ふ

る
さ
と
の
名
物
が
あ
り
、
そ
れ
を
最
大
限

に
活
か
す
こ
と
で
、過
疎
化
と
い
う
『
壁
』

も
必
ず
打
ち
破
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
自

ら
の
創
意
工
夫
と
努
力
で
切
り
拓
く
、
地

方
の
意
欲
的
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
「
地
方
創

生
交
付
金
」
に
よ
っ
て
後
押
し
し
、
内
閣

と
し
て
全
力
で
応
援
し
ま
す
。」
と
力
強

く
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
町
長
就
任
２
年
目
を
迎
え
、
さ

ら
に
「
町
民
の
皆
様
や
各
種
団
体
の
皆
様

と
の
積
極
的
な
意
見
交
換
を
通
し
て
、
そ

の
声
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
る
行
政
」

を
基
本
理
念
と
し
て
、
町
政
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
り
ま

し
て
は
、
公
約
に
掲
げ
た
「
瀬
戸
内
創
生

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
」
を
根
幹
と
し
、「
第
４

次
瀬
戸
内
町
長
期
振
興
計
画
（
平
成
21
年

度
～
平
成
30
年
度
）」
の
イ
ン
フ
ラ
整
備

計
画
と
も
連
携
し
て
策
定
し
た
「
瀬
戸
内

創
生
実
行
計
画
」
や
、「
瀬
戸
内
町
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
の
各
↘

施
策
に
つ
い
て
、
限
ら
れ
た
財
源
の
効
果

的
な
活
用
を
図
り
つ
つ
、
力
強
く
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
町
の
財
政
は
、
平
成
27
年
度
決
算
に

お
い
て
、
特
別
会
計
を
含
む
全
て
の
会
計

で
黒
字
と
な
っ
て
お
り
、
基
金
残
高
も
上

昇
す
る
な
ど
財
政
健
全
化
が
着
実
に
進
ん

で
お
り
ま
す
が
、
今
後
予
定
し
て
い
る
、

給
食
セ
ン
タ
ー
、
し
尿
処
理
セ
ン
タ
ー
建

設
、
救
急
艇
お
お
と
り
建
造
、
中
央
公
民

館
の
建
て
替
え
や
新
た
な
文
化
ホ
ー
ル
建

設
及
び
市
街
地
再
開
発
整
備
な
ど
の
大
型

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
控
え
て
お
り
、
地
方
債

残
高
が
増
え
る
中
、
引
き
続
き
厳
し
い
財

政
運
営
を
強
い
ら
れ
る
見
込
み
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、

陸
上
自
衛
隊
部
隊
の
隊
庁
舎
等
の
整
備
に

係
る
経
費
と
し
て
国
の
予
算
が
確
保
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
、
駐
屯
地

造
成
工
事
等
が
着
手
さ
れ
、
平
成
30
年
度

末
を
目
途
に
部
隊
新
編
の
予
定
で
す
。

　

町
と
し
て
は
、
海
上
自
衛
隊
の
拡
充
に

つ
い
て
も
、
積
極
的
に
推
進
し
な
が
ら
更

な
る
連
携
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
南
西
諸
島
の
防
衛

体
制
の
強
化
、
災
害
救
助
支
援
は
も
と
よ

り
、
本
町
へ
の
経
済
波
及
効
果
と
地
域
活

性
化
に
つ
い
て
、
大
い
に
期
待
を
寄
せ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
企
業
誘
致
、
起
業
支
援
を
推
進

し
、
公
共
事
業
の
再
構
築
を
図
り
、
地
域

経
済
の
活
性
化
及
び
住
民
福
祉
の
向
上
に

全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

行
政

　

平
成
28
年
度
か
ら
「
人
事
評
価
制
度
」

の
導
入
に
伴
い
人
事
管
理
へ
の
更
な
る
活

用
に
つ
い
て
、
今
後
と
も
他
の
市
町
村
の

動
向
等
も
踏
ま
え
な
が
ら
適
切
に
取
り
組

み
、
よ
り
効
率
的
な
行
政
組
織
作
り
と
、

継
続
し
て
行
政
改
革
を
行
う
事
で
住
民

サ
ー
ビ
ス
が
更
に
向
上
す
る
よ
う
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

地
方
創
生

　

平
成
27
年
度
に
策
定
し
ま
し
た
、「
瀬

戸
内
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
」
は
、「
人
口
減
少
と
地
域
経
済
縮

小
の
克
服
」、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
の

創
生
と
好
循
環
の
確
立
」
を
基
本
的
な
考

え
方
と
し
て
、
①
瀬
戸
内
町
に
お
け
る
安

定
し
た
雇
用
を
創
出
す
る
、
②
瀬
戸
内
町

へ
の
新
し
い
人
の
流
れ
を
つ
く
る
、
③
若

い
世
代
の
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の
希
望

を
か
な
え
る
、
④
時
代
に
合
っ
た
地
域
を

つ
く
り
、
安
心
な
く
ら
し
を
守
る
と
と
も

に
、
地
域
と
地
域
を
連
携
す
る
と
い
う
４

つ
の
基
本
目
標
を
据
え
、
数
値
目
標
、
基

本
的
方
向
及
び
具
体
的
な
施
策
ご
と
の
重

要
業
績
評
価
指
数
（
Ｋ
Ｐ
Ｉ
）
を
設
け
て

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
実
施
し
た
施
策
・
事
業
の
効
果

を
検
証
し
改
善
を
図
る
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ

ク
ル
を
確
立
す
る
た
め
推
進
・
評
価
体
制

を
整
備
し
ま
し
た
。

　

計
画
期
間
を
平
成
27
～
31
年
度
ま
で
の

瀬戸内町の 61年目がスタート

New Staff　新規採用職員の紹介｜今年は、19 名が退職し、12 名の新規採用職員が加わりました。

総務課
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平成 29年度施政方針



５
ヶ
年
間
と
し
、
奄
美
５
市
町
村
で
策
定

し
た
「
奄
美
大
島
総
合
戦
略
」
に
基
づ
く

各
事
業
と
と
も
に
、
各
種
施
策
の
実
施
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
経
済
活
性
化
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
実
施
さ
れ
て
き
た
諸
施
策
や
そ
の
成

果
を
基
に
、
本
町
独
自
の
貴
重
な
自
然
景

観
・
歴
史
・
文
化
・
農
林
水
産
物
等
、
多

く
の
資
源
を
活
か
し
、
時
代
の
変
化
に
対

応
し
な
が
ら
産
業
振
興
に
繋
げ
て
行
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
農
林
水
産
物
ブ
ラ
ン
ド
の
確

立
を
目
指
す
と
共
に
、
生
産
・
加
工
・
流

通
販
売
を
一
体
化
し
た
６
次
産
業
化
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

世
界
自
然
遺
産

　
「
奄
美
大
島
、
徳
之
島
、
沖
縄
島
北
部

及
び
西
表
島
」
の
世
界
自
然
遺
産
登
録
に

つ
い
て
は
、
登
録
へ
向
け
て
の
懸
案
事
項

の
ひ
と
つ
、
奄
美
群
島
の
「
国
立
公
園
指

定
」
が
決
定
し
、
２
０
１
８
年
夏
の
世
界

自
然
遺
産
登
録
に
向
け
て
、
国
・
県
・
奄

美
大
島
５
市
町
村
と
連
携
し
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
希
少
な
動
植
物
を
育
む
豊
か
な

自
然
を
守
り
、
活
用
す
る
た
め
に
住
民
へ

の
環
境
保
全
意
識
啓
発
や
観
光
客
増
に
対

応
で
き
る
受
け
皿
づ
く
り
な
ど
、
世
界
自

然
遺
産
せ
と
う
ち
町
推
進
委
員
会
及
び
関

係
機
関
団
体
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

道
路
の
整
備

　

道
路
は
、
住
民
の
日
常
生
活
や
経
済
活

動
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
基
本
的
な
施

設
と
し
て
、
町
の
産
業
・
経
済
・
観
光
・

防
災
と
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
直
結
す
る
も
の

で
す
。

　

本
町
の
抱
え
る
広
域
性
及
び
地
理
的
地

勢
的
特
殊
条
件
等
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
事

業
の
重
点
化
や
コ
ス
ト
削
減
を
図
る
等
、

地
域
の
実
情
に
即
し
た
整
備
を
進
め
、
早

期
に
整
備
効
果
が
発
揮
で
き
る
よ
う
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

バ
ス
路
線
の
整
備

　

平
成
28
年
度
に
モ
デ
ル
路
線
で
実
施
い

た
し
ま
し
た
１
０
０
円
バ
ス
実
証
運
行
の

検
証
を
行
い
、
利
用
率
や
利
便
性
の
向
上

を
図
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
効
果
的
な
運
行
に
つ
い
て
検
討

を
重
ね
な
が
ら
、
地
域
の
交
通
手
段
を
確

保
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

防
災
・
防
犯

　

こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
よ
う

な
豪
雨
や
非
常
に
勢
力
の
強
い
台
風
の
発

生
等
、
予
測
し
難
い
自
然
災
害
が
多
発
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
本
町
で
は
、
地
域
防
災
計
画

に
基
づ
き
、
地
域
防
災
力
の
向
上
を
図
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
災
害
発
生

時
の
対
応
並
び
に
避
難
体
制
の
強
化
に
も

引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す

　

近
年
、
全
国
的
に
凶
悪
事
件
が
頻
繁
に

発
生
し
て
お
り
、
今
後
一
層
、
瀬
戸
内
警

察
署
、
防
犯
協
会
並
び
に
自
主
防
犯
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
等
と
も
緊
密
な
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
犯
罪
の
な
い
安
全
・
安
心
で

明
る
く
住
み
よ
い
地
域
社
会
づ
く
り
の
た

め
、
防
犯
意
識
の
普
及
活
動
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

保
健
医
療
の
充
実

　

保
健
医
療
に
つ
い
て
は
、
巡
回
診
療
事

業
に
よ
り
旧
西
方
地
区
、加
計
呂
麻
地
区
、

請
・
与
路
地
区
の
医
療
の
確
保
に
努
め
て

い
ま
す
。
経
営
状
況
が
厳
し
い
な
か
、
経

営
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
お
り
業
務
に
つ

い
て
も
継
続
し
て
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
公
立
の
医
療
機
関
と
し
て
の
使

命
を
十
分
に
踏
ま
え
、
町
緊
急
医
療
の
充

実
に
努
め
る
と
と
も
に
、
地
域
に
密
着
し

た
診
療
体
制
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
社
会
復
帰
を
目
指
し
た
精
神

保
健
事
業
を
推
進
し
、
妊
婦
・
乳
幼
児
健

診
等
の
母
子
保
健
事
業
に
よ
る
、
未
熟
児

対
策
の
訪
問
指
導
や
養
育
医
療
な
ど
母
子

保
健
活
動
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

少
子
化
対
策
の
一
端
と
し
て
、
不
妊
に

悩
む
夫
婦
の
精
神
的
・
経
済
的
負
担
の
軽

減
を
図
れ
る
よ
う
に
、
特
定
不
妊
治
療
を

受
け
る
夫
婦
や
多
子
世
帯
の
経
済
的
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
、
妊
婦
健
康
診
査
を
受

け
る
全
て
の
夫
婦
に
対
し
て
、
交
通
費
や

宿
泊
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

平成 29 年度施政方針の全文は、瀬戸内町公式ウェ

ブサイトからご覧いただけます。

町政情報→町の概要

これから、よろしくお願いします。

町民生活課
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平成 29 年度  当  初  予  算 
平成 29 年度当初予算においては、大型公共事業実施や自衛隊周辺整備事

業実施など今後も財政需要の拡大が見込まれる中、財政規律を堅持しつつ、

限られた財源の中で地方創生関連事業をはじめとする優先課題に重点的に取

り組むため、メリハリのついた予算編成を行いました。 

一般会計    8,399,906 千円   特別会計    4,523,944 千円   

水道会計      306,329 千円   

平成29年度　　各会計当初予算
平成29年度 平成28年度 増減額 増減比

8,399,906 8,029,439 370,467 4.6

　　　巡　回　診　療 306,480 296,190 10,290 3.5

　　　国　保　事　業 1,834,268 1,790,396 43,872 2.5

特 　　　国　保　直　診 18,099 17,818 281 1.6

　　  介　護　保　険 1,447,275 1,457,206 △ 9,931 △ 0.7

別 　　　後期高齢者医療 111,676 110,756 920 0.8

　　　屠　　畜　　場 1,815 1,911 △ 96 △ 5.0

会 　　　船　　　　　　舶 254,591 599,935 △ 345,344 △ 57.6

　　　上　　　　　　屋 2,531 2,576 △ 45 △ 1.7

計 　    農業集落排水 23,873 23,304 569 2.4

　　　簡　易　水　道 523,336 333,741 189,595 56.8

計 4,523,944 4,633,833 △ 109,889 △ 2.4

12,923,850 12,663,272 260,578 2.1

　（単位；千円，％）
区　　　　　分

一 般 会 計

一 般 会 計 + 特 別 会 計  
一般会計当初予算の概要 

平成 29 年度の一般会計当初予算は、義務的経費(人件費や公債費など)が、対前年度比

17,284 千円(0.5％)の減額、投資的経費(普通建設事業費や災害復旧事業費など)が、対前

年度比 279,099千円(14.5％)の増額、その他経費(物件費、補助費、繰出金など)が、対前

年度比 108,652千円(4.4％)の増額となり、総額では対前年度比 370,467千円(4.6％)の増

額となっています。 
     平成29年度一般会計歳入歳出予算額（内訳） 　（単位：千円、％）

予算額　 構成比 歳　　出　　区　　分 予算額　 構成比
町　　     税 728,544 8.7 　　議　　会　　費 80,394 1.0

自 分担金及び負担金 26,866 0.3 　　総　　務　　費 1,082,203 12.9
使用料及び手数料 162,198 1.9 　　民　　生　　費 1,447,799 17.2

主 財 産 収 入 35,990 0.4 　　衛　　生　　費 519,818 6.2
寄 　附   金 71,301 0.8 　　労　　働　　費 8,410 0.1

財 繰   入   金 146,789 1.7 　　農林水産業費 654,458 7.8
繰   越   金 1 0.0 　　商　　工　　費 213,905 2.5

源 諸   収   入 104,420 1.2 　　土　　木　　費 1,677,901 20.0
計（自主財源） 1,276,109 15.2 　　消　　防　　費 304,176 3.6
地方譲与税 53,964 0.6 　　教　　育　　費 724,202 8.6

依 利子割交付金 1,070 0.0 　　災 害 復 旧 費 100,695 1.2
配当割交付金 2,123 0.0 　　公　　債　　費 1,563,973 18.6
株式等譲渡所得割交付金 2,155 0.0 　　諸　支　出　金 1,972 0.0

存 地方消費税交付金 145,232 1.7 　　予　　備　　費 20,000 0.2
自動車取得税交付金 5,344 0.1 　　△繰上充用額 0.0
地方特例交付金 1,180 0.0 歳    出    合    計 8,399,906 100.0

財 地方交付税 4,104,667 48.9
交通安全対策特別交付金 1,500 0.0
国庫支出金 1,199,035 14.3

源 県 支 出 金 525,827 6.3
町          債 1,081,700 12.9
計（依存財源） 7,123,797 84.8

8,399,906 100.0

歳　　入　　区　　分

歳　　入　　合　　計  

自主財源（町が自前で調達できる財源）は、15.2％ 

公債費（町の借金返済額）は、18.6％ 

●今後とも財政健全化に取組みます● 
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子
育
て
環
境
の
充
実
を
図
る

た
め
、
子
ど
も
に
係
る
医
療
費

の
助
成
に
つ
い
て
、
助
成
対
象

を
15
歳
に
達
し
た
日
、
以
後
最

初
の
３
月
３１
日
ま
で
に
拡
充
す

る
こ
と
に
伴
い
、
所
要
の
規
定

を
整
備
す
る
も
の
で
す
。

世
界
自
然
遺
産
登
録
に
向
け
、

飼
い
主
の
責
任
強
化
に
伴
う
条

例
の
一
部
改
正
で
す
。

主
な
内
容
は
、
「
飼
い
主
は
、

飼
い
猫
を
室
内
で
飼
養
及
び
管

理
す
る
よ
う
に
努
め
、
屋
外
で

飼
い
猫
を
放
し
飼
い
に
し
な
い

よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
」
「
町
内
で
は
、
飼
い
猫
以

外
の
猫
に
対
し
、
み
だ
り
に
餌

や
水
を
与
え
て
は
な
ら
な
い
。
」

等
で
す
。

４
号
補
正
の
主
な
内
容
は
、

総
務
費
の
「
し
ま
元
気
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
費
」
に
、
ふ
る
さ
と
応

援
基
金
事
業
費
と
し
て
４
１
１

９
万
円
、
民
生
費
の
「
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
操
出
金
」
と

し
て
１
億
６
８
６
４
万
円
、
衛

生
費
に
「
巡
回
診
療
施
設
特
別

会
計
操
出
金
」
と
し
て
７
６
４

８
万
円
な
ど
を
追
加
す
る
も
の

で
す
。

ま
た
、
災
害
復
旧
費
の
「
農

林
水
産
施
設
災
害
復
旧
費
」
か

ら
９
６
４
万
円
な
ど
を
減
額
す

る
も
の
で
す
。

総
額
２
億
８
８
５
０
万
円
を

追
加
し
ま
し
た
。

５
号
補
正
の
主
な
内
容
は
、

総
務
費
の
、「
公
共
施
設
維
持
管

理
基
金
費
」
に
、
積
立
金
と
し

て
５
８
１
３
万
円
を
追
加
し
、

災
害
復
旧
費
の
「
公
共
土
木
施

設
災
害
復
旧
費
」
３
３
９
０
万

円
な
ど
を
減
額
す
る
も
の
で
す
。

総
額
４
３
９
２
万
円
を
減
額

し
ま
し
た
。

既
定
の
旅
客
運
賃
の
統
一
化

を
図
る
こ
と
に
よ
り
、「
古
仁
屋

～
加
計
呂
麻
島
」
間
に
お
け
る

往
復
利
用
に
係
る
利
便
性
向
上
、

観
光
客
等
入
り
込
み
客
に
と
っ

て
の
島
内
観
光
の
拡
充
が
期
待

で
き
る
た
め
。
運
賃
を
改
定
し

今
後
の
安
定
し
た
航
路
事
業
の

推
進
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で

す
。旅

客
運
賃
は
大
人
が
３６０
円
、

小
人
１８０
円
で
統
一
し
「
古
仁
屋

～
加
計
呂
麻
」
旅
客
運
賃
と
設

定
し
ま
し
た
。

※
加
計
呂
麻
島
住
民
に
は
、
割

引
制
度
の
適
用
が
あ
り
ま
す
。

地
域
医
療
に
お
い
て
、
競
争

よ
り
も
協
調
を
進
め
、
質
が
高

く
効
率
的
な
医
療
提
供
体
制
を

確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

法
人
で
、
地
域
医
療
構
想
の
達

成
及
び
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
構
築
に
資
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。
医
療
連
携
推
進
区

域
は
現
在
、
宇
検
村
・
瀬
戸
内

町
で
す
。

町
営
定
期
船
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

乳
幼
児
医
療
費
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

第１回定例会では，専決議案 件，当初予算議案 件，補正予算議案 件，条例議案

１ 件，契約議案１件，その他 件の計４ 件の議案を審議し、３８件可決しました。

平成 年度各会計予算議案 件については、議長を除く 名で構成する予算審査特別委

員会（委員長 向野 忍、副委員長 池田 啓一）を設置して審査を行い、最終日に委員長から

審査報告がなされ、原案のとおり可決し意見書を町当局へ提出しました。（各会計当初予算額

については町広報誌 月号に掲載のため、割愛しました。）主な議案の要旨は次のとおりです。

飼
い
猫
の
適
正
な
飼
養

及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て

一
般
会
計
補
正
予
算

第
４
・
５
号

地
域
医
療
連
携
法
人
へ

の
参
加
に
関
す
る
専
決

処
分
の
承
認
に
つ
い
て

 
 

１．陸上自衛隊配備についての敷地造成工事及び建設関連工事等については，地元業者

が受注できるよう特段の努力をされたい。

２．古仁屋市街地以外の地域においても，光ファイバー網の整備について鋭意努力され

たい。

３．市街地再開発基本業務設計の中において，駐車場の整備についても検討されたい。

４．世界自然遺産の拠点施設等の建設誘致については，受け入れ体制を含め強力に推進

されたい。

５．世界自然遺産登録推進室の配置については，真に登録地としての町づくりについて

円滑な推進が図られる部局に配置されるよう検討されたい。

６．世界自然遺産登録に向け，飼い猫条例の周知徹底等ノネコ・ノラネコ対策の強化に

努められたい。

７．地域包括ケアシステムの構築に向け，請島，与路島地区等における介護サービスの

格差是正に積極的に取り組まれたい。

８．町内の環境改善に向け，ポイ捨て防止条例（仮称）等の制定に努力されたい。

９．与路・請地区のし尿処理・ごみ処理対策について生活環境整備（集落排水施設等の

構想）等を検討されたい。

．浄化槽管理委託料等については，各課で独自契約するのではなく，一括して業者と

交渉を進めるよう努力されたい。

．農畜産業の振興に向けて，遊休地解消と草地開発に鋭意努力されたい。

．須手地域の住環境の整備を図るため「屠畜場」・「せり市」等のあり方について早急

に検討されたい。

．水産業の振興（離島漁業再生支援交付金を活用して漁場の再生等）と大島海峡の利

活用について鋭意努力されたい。

．観光産業の振興に向けて，海洋レジャー等のイベントによる大島海峡の利活用に鋭

意努力されたい。

．消防団の増強に向け，女性消防団員の確保に努めると共に定年退職者等，幅広い層

からの入団促進に取り組まれたい。

．古仁屋高校の振興対策については，新学科（海洋学科・その他の学科等）設立など

中学生が魅力を感じる学校づくりに努めるとともに，受け入れ体制の充実と 活動

を強力に推進されたい。

．町立図書館の図書購入費については，群島市町村の町立図書館予算ランキングの中

でも，低い位置に甘んじている本町の現状を，打破するよう努められたい。
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第１回（３月）定例会では、８名の議員が町政全般にわたり、質問・提言を行ない議論を

交わしました。一部を要約して、紹介いたします。 
なお、一般質問の詳細については町立図書館にて「会議録」をご覧ください。 

尼
崎
で
開
催
さ
れ
た
瀬
戸

内
観
光
物
産
展
に
つ
い
て

議
員

タ
ン
カ
ン
時
期
に
合

わ
せ
て
２
月
開
催
と
い
う
事

で
す
が
、
パ
ッ
シ
ョ
ン
、
マ
ン

ゴ
ー
に
合
わ
せ
て
７
、
８
月
開

催
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

町
長

パ
ッ
シ
ョ
ン
、
マ
ン
ゴ

ー
に
合
わ
せ
た
夏
場
の
物
産
展

開
催
に
つ
き
ま
し
て
は
、
関
西

瀬
戸
内
会
や
関
係
者
と
協
議
し

な
が
ら
取
り
組
ん
で
参
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

議
員

町
職
員
の
派
遣
人
員

は
適
し
た
人
数
で
す
か
。

町
長

町
職
員
の
派
遣
人
員
は
、

副
長
を
始
め
商
工
観
光
課
・
農

林
課
・
水
産
振
興
課
・
企
画
課

か
ら
１３
名
参
加
し
て
お
り
ま
す
。

参
加
職
員
は
、
野
外
に
お
け

る
会
場
設
営
や
特
産
品
販
売
、

集
計
業
務
、
観
光
Ｐ
Ｒ
な
ど
に

従
事
し
て
お
り
、
適
正
な
派
遣

人
員
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

議
員

関
西
だ
け
で
は
な
く
、

今
後
、
東
京
、
中
部
、
鹿
児
島

で
開
催
す
る
機
会
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

町
長

関
西
以
外
で
の
開
催
に

つ
き
ま
し
て
も
、
各
地
域
の
郷

友
会
な
ど
と
協
議
し
な
が
ら
開

催
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
参
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

世
界
自
然
遺
産
登
録
に
伴

う
観
光
に
つ
い
て

議
員

網
野
子
集
落
に
公
衆

ト
イ
レ
を
設
置
し
て
欲
し
い

と
の
声
を
耳
に
し
ま
す
が
、
可

能
で
し
ょ
う
か
。

町
長

網
野
子
集
落
へ
の
公
衆

ト
イ
レ
の
設
置
に
つ
き
ま
し
て

は
、
奄
美
市
方
面
か
ら
最
初
の

集
落
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
ま

た
、
今
後
の
世
界
自
然
遺
産
登

録
等
に
よ
る
観
光
客
の
増
加
も

見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
網
野

子
ト
ン
ネ
ル
の
網
野
子
側
出
入

り
口
に
近
い
場
所
に
確
保
し
て

あ
り
ま
す
町
有
地
を
活
用
い
た

し
ま
し
て
、
設
置
に
向
け
て
協

議
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

 

議
員

外
国
語
の
看
板
設
置

は
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

町
長

外
国
語
の
看
板
に
つ
き

ま
し
て
は
、
県
の
特
定
離
島
ふ

る
さ
と
お
こ
し
推
進
事
業
を
活

用
し
ま
し
て
、
今
年
度
ま
で
加

計
呂
麻
島
・
請
島
・
与
路
島
の

集
落
案
内
板
や
誘
導
案
内
板
の

ロ
ー
マ
字
表
記
を
実
施
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

来
年
度
に
お
き
ま
し
て
は
、

英
語
表
記
等
に
よ
る
大
型
観
光

案
内
板
を
瀬
相
港
と
生
間
港
に

設
置
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
本
島
側
に
お
き
ま
し

て
も
国
や
県
の
補
助
事
業
を
活

用
し
て
早
急
に
取
り
組
ん
で
参

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
観
光
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
２７
年

度
に
英
語
版
を
作
成
し
て
お
り

ま
す
。

柳谷 昌臣議員 

 

世
界
自
然
遺
産
に
つ
い
て

議
員

国
立
公
園
化
、
世
界
自

然
遺
産
登
録
を
目
前
に
し
て
、

瀬
戸
内
町
の
目
玉
、
ア
ピ
ー
ル

す
る
と
こ
ろ
は
何
か
を
伺
い

ま
す
。

町
長

国
指
定
特
別
天
然
記
念

物
の
ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ
や

ル
リ
カ
ケ
ス
、
ア
カ
ヒ
ゲ
な
ど

国
内
希
少
野
生
動
植
物
の
生
息

地
と
な
っ
て
い
る
油
井
岳
、
嘉

徳
の
山
間
部
、
多
く
の
固
有
種
、

種
の
多
様
性
に
富
む
サ
ン
ゴ
礁

な
ど
が
生
息
す
る
大
島
海
峡
や

本
島
側
、
加
計
呂
麻
島
・
請
島
・

与
路
島
す
べ
て
の
集
落
に
残
る

自
然
や
風
土
、
文
化
、
文
化
財
、

伝
統
行
事
・
芸
能
や
数
多
く
残

る
戦
跡
な
ど
オ
ー
ル
せ
と
う
ち

が
目
玉
で
あ
り
、
ア
ピ
ー
ル
す

る
と
こ
ろ
だ
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

議
員

住
民
の
モ
ラ
ル
の
向

上
、
世
界
自
然
遺
産
に
向
け
て

の
意
識
向
上
が
求
め
ら
れ
る

が
町
長
の
所
信
を
伺
い
ま
す
。

町
長

世
界
自
然
遺
産
登
録
に

向
け
て
、
住
民
の
モ
ラ
ル
の
向

上
及
び
意
識
の
向
上
に
つ
い
て

は
、
非
常
に
重
要
な
事
だ
と
認

識
し
て
お
り
、
特
に
、
空
き
缶
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
の
ゴ
ミ
や
タ

バ
コ
の
ポ
イ
捨
て
、
不
法
投
棄
、

犬
や
猫
の
放
し
飼
い
、
遺
棄
な

ど
一
部
の
住
民
等
に
よ
る
無
責

任
な
行
動
に
よ
り
、
な
か
な
か

改
善
で
き
な
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。
引
き
続
き
、
住
民
の
モ
ラ

ル
向
上
に
つ
い
て
、
町
民
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
。次

に
世
界
自
然
遺
産
登
録
に

向
け
て
の
意
識
の
向
上
に
つ
き

ま
し
て
は
、
町
広
報
誌
や
ラ
ジ

オ
、
新
聞
、
講
座
、
住
民
説
明

会
等
を
と
お
し
て
推
進
し
て
参

り
ま
し
た
が
、
今
後
も
引
き
続

き
、
町
単
独
及
び
奄
美
大
島
５

市
町
村
連
携
に
よ
る
啓
発
事
業

を
と
お
し
て
、
町
民
の
意
識
の

向
上
及
び
気
運
の
醸
成
を
図
っ

て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

地
方
創
生
に
つ
い
て

議
員

現
在
、
政
府
は
地
方
創

世
大
臣
を
お
き
、
地
方
の
経
済

の
活
性
化
を
図
ろ
う
と
し
て

お
り
ま
す
。
し
か
し
現
状
は
地

域
振
興
の
た
め
の
商
品
券
事

業
な
ど
、
ど
こ
も
似
た
り
寄
っ

た
り
の
政
策
で
即
効
的
効
果

は
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

長
続
き
す
る
か
疑
問
で
す
。
国

の
地
方
政
策
に
は
人
材
支
援

制
度
も
あ
り
ま
す
。
町
長
は
派

遣
の
希
望
が
あ
る
の
か
、
人
材

の
交
流
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
を
伺
い

ま
す
。

町
長

国
に
よ
る
市
町
村
へ
の

国
家
公
務
員
等
の
派
遣
制
度
で

あ
り
ま
す
、
「
地
方
創
生
人
材

支
援
制
度
」
の
活
用
に
つ
き
ま

し
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
考
え

て
は
お
り
ま
せ
ん
。

こ
の
制
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、

地
方
版
総
合
戦
略
策
定
の
た
め

の
支
援
で
あ
り
、
本
町
に
つ
き

ま
し
て
は
、
平
成
２７
年
１２
月
に

町
独
自
の
「
瀬
戸
内
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

を
策
定
し
て
お
り
、
今
後
は
こ

の
総
合
戦
略
の
「
基
本
目
標
」

の
効
果
検
証
や
改
善
を
行
い
、

各
施
策
を
推
進
し
て
行
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

用
地
の
確
保
に
つ
い
て

議
員

芦
瀬
地
区
の
用
地
を

取
得
し
た
地
目
ご
と
の
面
積

を
伺
い
ま
す
。

町
長

用
地
取
得
し
た
地
目
ご

と
の
面
積
に
つ
き
ま
し
て
は
宅

地
９
９
５
．
３
６
平
方
メ
ー
ト

ル
を
取
得
し
て
お
り
ま
す
。

議
員

用
地
取
得
し
た
芦
瀬

地
区
の
不
動
産
評
価
の
地
目

ご
と
の
評
価
額
を
伺
い
ま
す
。

町
長

不
動
産
評
価
の
地
目
ご

と
の
評
価
額
に
つ
き
ま
し
て
は
、

国
土
交
通
省
土
地
鑑
定
委
員
会

が
設
定
し
た
地
価
公
示
価
格
や

周
辺
取
引
事
例
を
参
考
に
し
、

基
本
原
則
で
あ
る
「
正
常
な
取

元井 直志議

員 

中村 義隆議員 
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世
界
自
然
遺
産
に
つ
い
て

議
員

国
立
公
園
化
、
世
界
自

然
遺
産
登
録
を
目
前
に
し
て
、

瀬
戸
内
町
の
目
玉
、
ア
ピ
ー
ル

す
る
と
こ
ろ
は
何
か
を
伺
い

ま
す
。

町
長

国
指
定
特
別
天
然
記
念

物
の
ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ
や

ル
リ
カ
ケ
ス
、
ア
カ
ヒ
ゲ
な
ど

国
内
希
少
野
生
動
植
物
の
生
息

地
と
な
っ
て
い
る
油
井
岳
、
嘉

徳
の
山
間
部
、
多
く
の
固
有
種
、

種
の
多
様
性
に
富
む
サ
ン
ゴ
礁

な
ど
が
生
息
す
る
大
島
海
峡
や

本
島
側
、
加
計
呂
麻
島
・
請
島
・

与
路
島
す
べ
て
の
集
落
に
残
る

自
然
や
風
土
、
文
化
、
文
化
財
、

伝
統
行
事
・
芸
能
や
数
多
く
残

る
戦
跡
な
ど
オ
ー
ル
せ
と
う
ち

が
目
玉
で
あ
り
、
ア
ピ
ー
ル
す

る
と
こ
ろ
だ
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

議
員

住
民
の
モ
ラ
ル
の
向

上
、
世
界
自
然
遺
産
に
向
け
て

の
意
識
向
上
が
求
め
ら
れ
る

が
町
長
の
所
信
を
伺
い
ま
す
。

町
長

世
界
自
然
遺
産
登
録
に

向
け
て
、
住
民
の
モ
ラ
ル
の
向

上
及
び
意
識
の
向
上
に
つ
い
て

は
、
非
常
に
重
要
な
事
だ
と
認

識
し
て
お
り
、
特
に
、
空
き
缶
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
の
ゴ
ミ
や
タ

バ
コ
の
ポ
イ
捨
て
、
不
法
投
棄
、

犬
や
猫
の
放
し
飼
い
、
遺
棄
な

ど
一
部
の
住
民
等
に
よ
る
無
責

任
な
行
動
に
よ
り
、
な
か
な
か

改
善
で
き
な
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。
引
き
続
き
、
住
民
の
モ
ラ

ル
向
上
に
つ
い
て
、
町
民
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
。次

に
世
界
自
然
遺
産
登
録
に

向
け
て
の
意
識
の
向
上
に
つ
き

ま
し
て
は
、
町
広
報
誌
や
ラ
ジ

オ
、
新
聞
、
講
座
、
住
民
説
明

会
等
を
と
お
し
て
推
進
し
て
参

り
ま
し
た
が
、
今
後
も
引
き
続

き
、
町
単
独
及
び
奄
美
大
島
５

市
町
村
連
携
に
よ
る
啓
発
事
業

を
と
お
し
て
、
町
民
の
意
識
の

向
上
及
び
気
運
の
醸
成
を
図
っ

て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

地
方
創
生
に
つ
い
て

議
員

現
在
、
政
府
は
地
方
創

世
大
臣
を
お
き
、
地
方
の
経
済

の
活
性
化
を
図
ろ
う
と
し
て

お
り
ま
す
。
し
か
し
現
状
は
地

域
振
興
の
た
め
の
商
品
券
事

業
な
ど
、
ど
こ
も
似
た
り
寄
っ

た
り
の
政
策
で
即
効
的
効
果

は
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

長
続
き
す
る
か
疑
問
で
す
。
国

の
地
方
政
策
に
は
人
材
支
援

制
度
も
あ
り
ま
す
。
町
長
は
派

遣
の
希
望
が
あ
る
の
か
、
人
材

の
交
流
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
を
伺
い

ま
す
。

町
長

国
に
よ
る
市
町
村
へ
の

国
家
公
務
員
等
の
派
遣
制
度
で

あ
り
ま
す
、
「
地
方
創
生
人
材

支
援
制
度
」
の
活
用
に
つ
き
ま

し
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
考
え

て
は
お
り
ま
せ
ん
。

こ
の
制
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、

地
方
版
総
合
戦
略
策
定
の
た
め

の
支
援
で
あ
り
、
本
町
に
つ
き

ま
し
て
は
、
平
成
２７
年
１２
月
に

町
独
自
の
「
瀬
戸
内
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

を
策
定
し
て
お
り
、
今
後
は
こ

の
総
合
戦
略
の
「
基
本
目
標
」

の
効
果
検
証
や
改
善
を
行
い
、

各
施
策
を
推
進
し
て
行
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

用
地
の
確
保
に
つ
い
て

議
員

芦
瀬
地
区
の
用
地
を

取
得
し
た
地
目
ご
と
の
面
積

を
伺
い
ま
す
。

町
長

用
地
取
得
し
た
地
目
ご

と
の
面
積
に
つ
き
ま
し
て
は
宅

地
９
９
５
．
３
６
平
方
メ
ー
ト

ル
を
取
得
し
て
お
り
ま
す
。

議
員

用
地
取
得
し
た
芦
瀬

地
区
の
不
動
産
評
価
の
地
目

ご
と
の
評
価
額
を
伺
い
ま
す
。

町
長

不
動
産
評
価
の
地
目
ご

と
の
評
価
額
に
つ
き
ま
し
て
は
、

国
土
交
通
省
土
地
鑑
定
委
員
会

が
設
定
し
た
地
価
公
示
価
格
や

周
辺
取
引
事
例
を
参
考
に
し
、

基
本
原
則
で
あ
る
「
正
常
な
取

元井 直志議

員 

中村 義隆議員 
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引
価
格
」
に
基
づ
き
、
評
価
決

定
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
評

価
額
に
つ
き
ま
し
て
は
瀬
戸
内

町
個
人
情
報
保
護
条
例
の
規
定

に
よ
る
個
人
情
報
で
あ
り
開
示

で
き
な
い
も
の
と
考
え
ま
す
。

議
員

雑
種
地
も
宅
地
と
し

て
購
入
し
た
の
か
伺
い
ま
す
。

副
町
長

雑
種
地
に
つ
い
て
も

宅
地
見
込
み
地
と
し
て
購
入
し

て
お
り
ま
す
。

自
衛
隊
配
備
に
つ
い
て

議
員

駐
屯
地
へ
の
給
水
計

画
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

町
長

陸
上
自
衛
隊
国
分
駐
屯

地
奄
美
施
設
整
備
計
画
室
と
の

協
議
を
進
め
た
結
果
、
駐
屯
地

及
び
節
子
地
区
へ
の
配
水
可
能

な
水
道
施
設
を
新
設
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

現
時
点
で
は
、
平
成
２９
年
度

よ
り
事
業
を
行
い
、
平
成
３１
年

３
月
駐
屯
地
へ
の
供
給
開
始
予

定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

観
光
に
つ
い
て

議
員

瀬
戸
内
町
観
光
物
産

協
会
、
奄
美
せ
と
う
ち
観
光
協

会
、
あ
ま
み
大
島
観
光
物
産
連

盟
の
事
業
内
容
を
伺
い
ま
す
。

町
長

瀬
戸
内
町
観
光
物
産
協

会
は
、
観
光
の
振
興
を
図
る
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
活
動
し
て
い

ま
す
。
奄
美
せ
と
う
ち
観
光
協

会
は
、
観
光
に
よ
る
町
全
体
の

地
域
活
性
を
振
興
し
て
い
く
こ

と
を
目
的
に
昨
年
設
立
さ
れ
た

団
体
で
、
海
の
駅
を
拠
点
に
活

動
し
て
い
ま
す
。
あ
ま
み
大
島

観
光
物
産
連
盟
は
、
奄
美
大
島

の
五
市
町
村
が
加
盟
す
る
団
体

で
す
。

ま
た
、
奄
美
群
島
の
十
二
市

町
村
で
組
織
す
る
奄
美
群
島
観

光
物
産
協
会
な
ど
で
あ
り
ま
す
。

議
員

一
般
質
問
を
す
る
度

に
、
毎
回
申
し
上
げ
て
い
ま

す
が
、
我
々
は
、
町
民
の
代

弁
者
で
あ
り
、
町
民
が
思
っ

て
い
る
こ
と
、
知
り
た
い
こ

と
を
当
局
に
問
い
た
だ
し
、

そ
の
答
え
を
正
し
く
分
か
り

や
す
く
町
民
に
伝
え
て
い
く
。

そ
れ
が
、
私
共
の
仕
事
だ
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

平
成
の
始
め
頃
は
、
議
員

定
数
も
二
十
名
を
数
え
て
お

り
古
仁
屋
市
街
地
、
山
郷
、
西

方
、
カ
ケ
ロ
マ
、
請
、
与
路
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
か
ら
、
ま
る

で
代
表
者
の
如
く
議
会
に
席

を
置
き
、
そ
れ
こ
そ
、
我
が
地

域
の
為
に
、
「
活
発
に
議
場
で

討
論
、
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
も

の
で
し
た
。
良
し
悪
し
は
別
に

し
て
活
発
な
議
会
で
あ
っ
た
」

こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

我
々
町
議
は
時
に
は
、
大
所
、

高
所
か
ら
の
物
の
見
方
・
判
断

も
“
あ
り
”
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
立
ち
位
置
と
し
て
は
、
や
は

り
町
民
の
身
近
な
こ
と
に
目

を
配
り
、
小
さ
な
声
に
も
耳
を

か
た
む
け
て
い
く
の
が
本
筋

だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の

様
な
観
点
か
ら
質
問
い
た
し

ま
す
。

公
民
館
跡
地
の
今
後
の
見

通
し
に
つ
い
て

議
員

建
造
物
の
正
確
な
名

称
と
使
用
目
的
。

町
長

古
仁
屋
休
憩
施
設
兼
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
と
し
て

お
り
ま
す
。

議
員

設
備
に
つ
い
て
。（
音

響
、
照
明
、
座
席
、
舞
台
等
。
）

町
長

音
響
、
照
明
、
舞
台
に

つ
い
て
は
、
旧
公
民
館
よ
り
優

れ
た
も
の
で
、
座
席
は
３
０
０

人
分
の
椅
子
を
用
意
し
ま
す
。

議
員

文
化
活
動
の
拠
点
と

な
り
得
る
の
か
。

町
長

従
来
の
公
民
館
の
代
替

に
な
る
と
確
信
し
て
お
り
ま

す
。

議
員

本
格
的
な
文
化
ホ
ー

ル
の
建
設
は
い
つ
頃
か
。

町
長

平
成
三
十
年
に
策
定
す

る
次
期
長
期
振
興
計
画
の
な

か
で
財
政
状
況
を
勘
案
し
な

が
ら
決
め
て
参
り
ま
す
。
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我
が
町
の
交
通
体
系
に
つ

い
て

議
員

一
〇
〇
円
バ
ス
の
実
施

運
行
か
ら
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五
ヶ
月
が
過
ぎ
た

が
本
格
運
行
へ
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通
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は
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に
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と
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す
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の
介
護
の
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、
週
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一
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度
加
計
呂
麻
に
渡
っ
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る
人
達
が
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る
と
聞
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て
い

る
。
そ
の
人
達
の
フ
ェ
リ
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料
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、
バ
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料
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の
無
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も
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尋
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な
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距
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の

介
護
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つ
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介
護
割
引

が
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が
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に
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い
て
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

一
般
質
問
の
放
映
に
つ
い

て議
員

放
映
さ
れ
た
の
は
い
つ

か
、
そ
の
地
域
は
。
さ
れ
て
い

な
い
地
域
か
ら
の
要
望
は
な

い
の
か
。

町
長

開
始
さ
れ
た
の
は
、
平

成
九
年
三
月
で
、
嘉
徳
を
除
く

旧
古
仁
屋
町
だ
け
で
、
他
は
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
要
望
は
あ
り

ま
せ
ん
。

議
員

「
政
治
の
光
は
平
等
」

と
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う
言
葉
通
り
、
瀬
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内
町

全
域
へ
の
放
映
を
望
み
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す
。

議
員

フ
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ー
か
け
ろ

ま
の
運
航
に
つ
い
て

フ
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か
け
ろ
ま
は
、
機
関

故
障
の
た
め
事
故
を
起
こ
し

ま
し
た
が
、
こ
の
時
の
対
応
、

乗
客
に
ど
の
様
な
対
処
を
行

っ
た
の
か
伺
い
ま
す
。

町
長

乗
客
に
は
、
船
員
が
何

か
に
捕
ま
る
よ
う
に
指
示
し
て

お
り
ま
す
。
接
岸
後
は
、
乗
客

全
員
の
怪
我
の
有
無
の
確
認
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

議
員

事
故
で
、
岸
壁
の
状
態

は
ど
う
な
っ
た
の
か
、
こ
の
補

修
の
手
順
、
補
助
金
で
出
来
る

の
か
、
完
了
予
定
を
伺
い
ま
す
。

町
長

基
礎
の
ア
ン
カ
ー
ボ
ル

ト
が
変
形
し
て
お
り
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
基
礎
に
亀
裂
が
入
っ
て

お
り
ま
す
。
補
修
は
メ
ー
カ
ー

の
補
償
と
考
え
て
い
ま
す
。
完

成
は
８
月
の
見
通
し
で
す
。

議
員

フ
ェ
リ
ー
へ
の
乗
下

船
の
際
、
転
倒
事
故
が
起
き
て

い
ま
す
が
、
何
件
起
き
て
い
る

の
か
、
改
善
さ
れ
た
の
か
、
事

故
防
止
対
策
を
お
尋
ね
し
ま

す
。

町
長

転
倒
事
故
は
５
件
ほ
ど

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
事
故
対

策
と
し
て
、
滑
り
止
め
テ
ー
プ

を
貼
り
対
処
し
て
あ
り
ま
す
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議
員

新
船
就
航
時
か
ら
切
符

の
回
収
方
法
が
変
更
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な
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一

斉
に
乗
船
す
る
よ
う
に
な
り
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雨
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時
で
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大
勢
並
ん
で
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る
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、
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の
悪
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高
齢
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は
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け
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が
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ま
す
。
事
前
に
荷
物
を
運
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為
、
お
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り
は
大
変
こ
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っ

て
い
る
よ
う
で
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又
、

船
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も
着
岸
後
と
出
港
時
に
ラ

ン
プ
ド
ア
を
上
げ
て
船
舶
を
移

動
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

り
、
二
重
手
間
に
な
り
作
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量
が

増
え
て
大
変
の
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で
す
。
乗
客
、

船
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の
意
見
を
し
っ
か
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聞
い

て
改
善
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を
検
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べ
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で
は
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す
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収
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て
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回
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す
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船
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プ
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か
ら
の
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着
に
向
け
て

再
度
整
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を
し
ま
す
が
、
整
備
内

容
、
旧
船
の
就
航
予
定
を
伺
い
ま

す
。

町
長

整
備
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容
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防
舷
材
タ

イ
ヤ
の
設
置
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仮
設
事
務
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の

設
置
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調
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す
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就
航
は
３
月
末
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

議
員

町
政
に
つ
い
て

百
円
バ
ス
の
事
業
を
進
め
て

い
ま
す
が
、
赤
字
補
填
額
は

い
く
ら
の
見
込
み
か
、
大
幅

の
赤
字
が
見
込
ま
れ
る
が
、

今
後
も
継
続
の
予
定
か
伺
い

ま
す
。

町
長

赤
字
補
填
額
は
、
６
ケ

月
で
海
浜
バ
ス
が
二
百
六
十
一

万
円
、
加
計
呂
麻
バ
ス
が
百
四

十
五
万
八
千
円
、
合
計

四
百

六
万
八
千
円
の
見
込
み
で
す
。

今
後
は
町
の
公
共
交
通
会
議
で

審
議
し
、
結
論
を
出
し
た
い
考

え
で
す
。

「
フ
ェ
リ
ー
か
け
ろ
ま
」
に

つ
い
て

議
員

新
造
フ
ェ
リ
ー
の
設

計
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
決
定
さ

れ
た
の
で
す
か
。
両
頭
船
に
し

た
理
由
、
両
頭
船
の
仕
組
み
を

説
明
し
て
く
だ
さ
い
。
両
頭
船

の
長
所
、
短
所
は
何
で
す
か
。

町
長

航
路
改
善
協
議
会
に
お

い
て
承
認
さ
れ
、
平
成

年

月
に
基
本
設
計
を
完
了
し
、
平

成

年

月
に
実
施
設
計
を

完
了
し
て
い
ま
す
。

両
頭
船
は
、
ス
ク
リ
ュ
ー
と
舵
、

操
船
室
が
前
後
に
あ
り
、
方
向

を
変
え
ず
に
前
後
ど
ち
ら
に
も

進
め
る
仕
様
と
な
っ
て
い
ま
す
。

長
所
は
、
湾
内
に
お
け
る
操
船

時
間
の
短
縮
や
車
両
の
積
載
を

容
易
に
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

短
所
は
、
通
常
船
型
に
比
べ
る

と
船
体
抵
抗
が
増
加
す
る
こ
と

で
す
。

議
員

両
頭
船
に
な
っ
た
こ

と
で
、
車
の
航
送
に
関
し
て
は

確
か
に
便
利
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
そ
の
た
め
に
、
前
の
フ

ェ
リ
ー
に
は
備
え
ら
れ
て
い

た
２
階
の
デ
ッ
キ
が
な
く
な

り
、
３
階
の
デ
ッ
キ
も
な
く
な

り
ま
し
た
。
乗
船
客
に
と
っ
て

は
ひ
じ
ょ
う
に
窮
屈
な
船
に

な
り
ま
し
た
。
乗
船
客
は
す
べ

て
３
階
の
客
室
に
閉
じ
込
め

ら
れ
る
格
好
に
な
っ
て
い
ま

す
。

前
の
フ
ェ
リ
ー
で
は
、
２
階
・

３
階
の
デ
ッ
キ
か
ら
、
大
島
海

峡
の
風
に
頬
を
な
ぶ
ら
れ
な

が
ら
、
絶
好
の
景
観
を
存
分
に

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

特
に
、
初
め
て
瀬
戸
内
町
を
訪

れ
た
観
光
客
に
と
っ
て
は
、
ゆ

っ
た
り
と
し
た
海
峡
の
船
旅

を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
こ
と
で
、
瀬
戸
内
町
独
特

の
自
然
を
味
わ
う
こ
と
の
で

き
る
醍
醐
味
の
一
つ
で
あ
っ

た
の
で
す
が
、
そ
れ
を
自
ら
つ

み
取
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

１
便
当
た
り
、
平
均
４
台
程
度

の
車
の
乗
り
降
り
の
便
利
の

た
め
に
、
す
べ
て
の
乗
船
客
に

不
便
を
強
い
る
こ
と
に
な
り
、

そ
の
う
え
、
大
島
海
峡
の
船
旅

の
魅
力
を
奪
い
取
っ
て
し
ま

っ
た
の
で
す
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
担
当
課

の
考
え
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ

い
。

商
工
観
光
加
課
長

新
造
船
に

つ
い
て
は
、
平
成
２５
年
に
基
本

計
画
を
完
了
し
て
い
ま
す
が
、

こ
の
時
点
で
、
両
頭
船
で
い
く

と
決
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

客
室
に
つ
い
て
は
い
ろ
ん
な
パ

タ
ー
ン
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
最
終
的
に
こ
の
形
で
い

く
と
決
ま
り
ま
し
た
。

前
の
フ
ェ
リ
ー
に
は
オ
ー
プ
ン

デ
ッ
キ
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、

今
回
は
オ
ー
プ
ン
デ
ッ
キ
を
廃

止
し
て
、
全
室
禁
煙
で
整
備
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
直
接
、

外
を
眺
め
ら
れ
る
ス
ペ
ー
ス
が

あ
る
に
越
し
た
こ
と
は
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
こ
の
時
点
で
は

禁
煙
室
を
広
く
し
た
客
室
を
と

る
と
い
う
こ
と
が
ベ
ス
ト
で
あ

る
、
と
い
う
こ
と
で
出
た
結
論

で
あ
る
と
理
解
し
て
い
ま
す
。
。
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古
仁
屋
市
街
地
の
下
水
道

事
業
計
画
に
つ
い
て

議
員

古
仁
屋
市
街
地
の
下

水
度
事
業
の
計
画
に
つ
い
て
、

お
伺
い
し
ま
す
。

町
長

古
仁
屋
市
街
地
の
下
水

道
事
業
計
画
に
つ
い
て
は
、
従

来
の
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
に

対
す
る
補
助
金
へ
の
上
乗
せ
や
、

単
独
処
理
浄
化
槽
か
ら
合
併
処

理
浄
化
槽
へ
の
切
り
替
え
費
用

へ
の
補
助
に
加
え
、
汲
み
取
り

式
便
槽
か
ら
合
併
処
理
浄
化
槽

へ
の
切
り
替
に
つ
い
て
も
補
助

金
対
象
と
す
る
事
で
個
別
汚
水

処
理
の
積
極
的
な
普
及
を
図
っ

て
お
り
ま
す
。
今
後
も
、
合
併

処
理
浄
化
槽
の
設
置
に
つ
い
て

は
、
広
く
普
及
啓
発
を
図
り
、

公
共
用
水
域
の
水
質
浄
化
に
努

め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

複
数
の
市
町
村
が
連
携
し

た
、
広
域
観
光
圏
の
形
成
に

つ
い
て

議
員

徳
之
島
・
与
路
島
・
請

島
・
加
計
呂
麻
島
・
大
島
本
島

の
各
島
々
に
は
特
色
あ
る
自

然
・
歴
史
・
文
化
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
、「
徳
之
島
～
大
島
本
島
」

を
広
域
観
光
圏
と
し
て
関
係

市
町
村
に
提
案
で
き
な
い
も

の
か
、
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

町
長

ご
提
案
の
「
徳
之
島
～

大
島
本
島
」
の
広
域
観
光
圏
に

つ
き
ま
し
て
は
、
１２
市
町
村
が

連
携
し
た
「
奄
美
群
島
観
光
物

産
協
会
」
の
中
で
取
り
組
ん
で

参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

世
界
自
然
遺
産
登
録
記

念
・
ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス
に
つ
い

て議
員

「
奄
美
～
琉
球
」
が
世

界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
た

記
念
事
業
と
し
て
「
西
表
島
・

沖
縄
北
部
・
徳
之
島
・
奄
美
大

島
」
間
を
結
ぶ
ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス

を
関
係
機
関
に
提
案
で
き
な

い
も
の
か
、
お
伺
い
い
た
し
ま

す
。

町
長

現
在
、
平
成
３０
年
夏
の

「
世
界
自
然
遺
産
登
録
」
を
目

指
し
、
国
・
県
・
関
係
機
関
団

体
、
奄
美
大
島
５
市
町
村
、
広

域
事
務
組
合
等
が
連
携
し
て
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

平
成
２９
年
３
月
７
日
に
は
国
立

公
園
指
定
が
決
定
し
、
そ
の
記

念
事
業
に
つ
き
ま
し
て
も
連
携

し
て
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

世
界
自
然
遺
産
登
録
に
伴
う
記

念
事
業
の
関
係
機
関
へ
の
提
案

に
つ
い
て
は
可
能
か
と
は
思
い

ま
す
。

フ
エ
リ
ー
か
け
ろ
ま
の
事

故
に
つ
い
て

議
員

事
故
の
原
因
は
船
舶

の
前
進
・
後
進
を
推
進
す
る
エ

ン
ジ
ン
の
後
進
ギ
ア
の
不
具

合
が
原
因
で
し
た
が
、
新
船
の

デ
ザ
イ
ン
や
内
部
構
造
が
旧

船
と
大
き
く
変
わ
っ
て
お
り

利
用
す
る
加
計
呂
麻
島
民
に

は
戸
惑
い
や
不
安
が
あ
り
ま

す
の
で
、
利
用
者
に
安
全
・
安

心
を
納
得
さ
れ
る
手
段
を
予

算
を
か
け
て
で
も
改
善
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

如
何
で
し
ょ
う
か
。

町
長

操
船
性
や
距
離
感
等
を

習
得
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
船

長
及
び
機
関
長
に
よ
る
訓
練
を
、

納
品
前
に
は
造
船
所
沖
に
お
い

て
、
納
品
後
は
古
仁
屋
港
、
瀬

相
港
、
生
間
港
に
お
い
て
合
わ

せ
て
約
１
ケ
月
半
ほ
ど
実
施
し

て
お
り
ま
す
。
こ
の
操
船
訓
練

の
中
で
感
じ
た
船
長
や
機
関
長

の
意
見
を
メ
ー
カ
ー
側
と
協
議

し
改
修
が
図
ら
れ
て
き
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
今
回
の
事

故
を
受
け
ま
し
て
、
新
た
に
船

長
や
機
関
長
等
乗
組
員
か
ら
提

出
さ
れ
た
意
見
を
基
に
、
設

計
・
施
工
業
者
へ
最
善
を
尽
く

し
て
取
り
組
む
よ
う
依
頼
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

議
員

平
成

年
度
予
算

編
成
に
つ
い
て

向野 忍議員 
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「
瀬
戸
内
創
生
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
」「
瀬
戸
内
創
生
実
行
計
画
」

「
瀬
戸
内
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
」
に
掲
げ
た

施
策
が
、
平
成

年
度
予
算

に
ど
の
様
に
組
み
込
ま
れ
て

い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

町
長

地
方
創
生
関
連
事
業
と

し
て
力
強
く
推
進
す
る
た
め
、

重
点
的
・
優
先
的
に
予
算
編
成

し
ま
し
た
。
主
な
新
規
事
業
と

し
て
、
光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
サ

ー
ビ
ス
整
備
事
業
や
結
婚
新
生

活
支
援
事
業
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
設
立
準
備
事
業
、
児

童
・
生
徒
医
療
費
助
成
事
業
、

地
域
型
保
育
事
業
、
奄
美
せ
と

う
ち
観
光
協
会
運
営
費
補
助
金

等
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

議
員

「
加
計
呂
麻
島
展

示
・
体
験
交
流
館
」
「
せ
と

う
ち
海
の
駅
」
に
つ
い
て

「
加
計
呂
麻
島
展
示
・
体
験
交

流
館
等
在
り
方
検
討
委
員
会
」

か
ら
の
提
言
を
受
け
、
町
長
と

し
て
両
施
設
を
ど
の
様
に
位

置
付
け
、
改
善
し
て
い
く
の
か

伺
い
ま
す
。

町
長

た
だ
の
箱
モ
ノ
で
は
な

く
、
集
客
性
が
あ
り
情
報
発
信

の
で
き
る
施
設
、
更
に
は
地
域

経
済
の
活
性
化
に
繋
が
る
施
設

と
な
る
様
に
、
今
後
年
次
的
に

予
算
を
つ
け
整
備
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

議
員

「
与
路
・
請
・
加
計

呂
麻
シ
マ
構
想
」
に
つ
い
て

構
想
内
容
、
事
業
の
進
捗
状
況
、

今
後
の
計
画
等
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

瀬
相
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
兼
役
場

支
所
に
つ
い
て

町
長

国
の
地
方
創
生
の
主
要

施
策
で
あ
る
「
小
さ
な
拠
点
」

づ
く
り
を
中
心
に
「
基
本
構
想
」

の
策
定
に
向
け
て
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員

「
小
さ
な
拠
点
」
づ
く

り
と
は
。

企
画
課
長

複
数
の
集
落
生
活

圏
の
中
に
、
生
活
サ
ー
ビ
ス
機

能
を
集
約
し
、
瀬
相
港
と
伊
子

茂
港
等
を
繋
い
だ
小
さ
な
拠
点

と
し
て
交
通
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
結
ん
で
い
く
構
想
で
す
。

議
員

せ
と
な
み
の
航
路
見

直
し
と
新
船
建
造
に
つ
い
て

町
長

航
路
見
直
し
に
つ
い
て

は
、
瀬
相
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
兼
役

場
支
所
の
建
設
に
合
わ
せ
て
、

加
計
呂
麻
島
と
請
島
・
与
路
島

を
結
ぶ

点
航
路
を
整
備
し
た

い
と
い
う
構
想
の
段
階
で
す
。

新
船
建
造
に
つ
い
て
は
、
就
航

か
ら
耐
用
年
数
が

年
に
な
る

こ
と
か
ら
、
船
の
規
模
等
の
見

直
し
も
含
め
建
造
の
検
討
を
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

議
員

池
地
小
学
校
の
再

開
に
つ
い
て

再
開
に
向
け
た
準
備
等
の
現

状
及
び
今
後
の
課
題
等
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

教
育
長

平
成

年
度
か
ら

年
間
休
校
で
あ
っ
た
池
地
小

学
校
が
、
新
た
に

名
の
児
童

の
転
入
、
入
学
に
よ
り
、
平
成

年

月

日
か
ら
再
開
校
し

ま
す
。
現
在
、
体
育
館
・
給
食

棟
の
防
水
補
修
、
電
気
・
給
排

水
、
サ
ッ
シ
等
の
改
修
、
給
食

調
理
器
具
、
電
気
製
品
の
整
備
、

学
校
備
品
及
び
パ
ソ
コ
ン
等
の

教
材
備
品
の
整
備
等
、
教
員
住

宅
改
修
も
進
め
て
い
ま
す
。

今
後
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
継

続
し
た
児
童
の
在
籍
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。
児
童
数
確
保
に
向

け
、
請
島
へ
の
移
住
・
転
入
対

策
を
は
じ
め
「
に
ほ
ん
の
里
・

加
計
呂
麻
留
学
制
度
」
の
推
進

等
、
町
及
び
校
区
の
皆
さ
ん
と

連
携
し
て
、
児
童
数
の
増
対
策

を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

（
再
開
校
前
の
池
地
小
学
校
）

 

編
集
後
記

南
の
島
に
も
や
は
り
冬
は
や
っ
て

き
ま
す
。
そ
れ
な
り
の
冬
が
遠
の
い

て
、
春
の
気
配
を
感
じ
る
よ
う
に
な

る
と
、
北
国
の
人
た
ち
と
は
ま
た
ひ

と
味
違
う
喜
び
に
、
わ
た
し
た
ち
は

ひ
た
り
ま
す
。

議
会
の
動
き
を
、
町
民
の
方
々
に

知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
関
心
を
持

っ
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
ど
う
す
れ

ば
い
い
の
か
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
る
た
び

に
、
わ
た
し
た
ち
は
、
こ
の
「
議
会

だ
よ
り
」
の
こ
と
を
思
い
返
す
の
で

す
。
そ
し
て
、
大
切
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
う
の
で
す
。

議
会
報
編
集
委
員
会

委
員
長

澤

佳
男

副
委
員
長

元
井

直
志

委

員

岡
田

弘
通

〃

向
野

忍

〃

池
田

啓
一

〃

中
村

義
隆

〃

町
田

孝
明

～ 議 会 を 傍 聴 し ま せ ん か ～ 
次回の定例会は６月に開会予定です。議会を傍聴したい方は役場４階へ

お越し下さい。

どなたでも傍聴できますので、お気軽に議会事務局へお問い合わせ下さい。

（ － 直通）

第３５回大島本島南部町村議会議員大会（宇検村、大和村、瀬戸内町の３町村で構成）

が、２月１４日（火）宇検村で開催されました。

会長（岡田弘通議長）あいさつに始まり，宣言（向野忍副議長）を行い，３町村の抱

える課題解決に向けて，それぞれの町村が懸案事項を議題として提出審議しました。

本町からは、「国道５８号勝浦～阿木名間トンネルの早期実現について」（元井直志議

員が提案理由を説明）を提出し，採択されました。

大会当日には，公務ご多忙の中，本町出身の林健二県議会議員・禧久伸一郎県会議員

御両名の先生の御出席を賜り盛大に執り行われました。

また，議員大会後，ファミリークリニックネリヤ 院長徳田英弘氏による「住み慣れ

たシマで自分らしい暮らしを人生の最後まで続けるために～地域医療構想と在宅ケア

～」と題し，研修会を行いました。

傍聴席からの風景議場から大島海峡を望む
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「
奄
美
・
琉
球
」
を
世
界
自
然
遺
産
へ

　
　

困
っ
た
ら
一
人
で
悩
ま
ず
行
政
相
談

　
　

平
成
29
年
度
地
域
提
案
型

　
　
　
　
　

事
業
を
募
集
し
ま
す

■お問合わせ先　瀬戸内町立図書館・郷土館☎０９９７－７２－３７９９
　　　　　　　　環境省奄美野生生物保護センター☎０９９７－５５－８６２０

■お問合わせ先　総務課　人事行政係☎０９９７－７２－１１１１

■お問合わせ先　企画課　企画振興係☎０９９７－７２－１１１２

世界遺産

行政相談

事業募集

祝
！
奄
美
群
島
国
立
公
園
誕
生

　

平
成
29
年
３
月
７
日
、
奄
美
群
島
に
全
国
で
34
番
目
の
国
立

公
園
が
誕
生
し
、
世
界
自
然
遺
産
登
録
へ
の
大
き
な
一
歩
と
な

り
ま
し
た
。

　

国
立
公
園
は
５
つ
の
保
護
区
に
分
け
ら
れ
て
お
り
、
段
階
的

な
保
護
規
制
レ
ベ
ル
が
あ
り
ま
す
。
国
立
公
園
内
で
開
発
行
為

等
を
行
う
場
合
、
特
別
保
護
地
区
～
第
３
種
特
別
地
域
は
「
許

可
制
」、
普
通
地
域
は
「
届
出
制
」
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。（
左

図
参
照
）

　

以
前
、
町
内
全
戸
配
布
し
た
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
（
環
境
省
発

行
）
や
環
境
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
国
立
公
園
の
指
定
地
域
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
環
境

省
奄
美
野
生
生
物
保
護
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
瀬
戸
内
町
役
場
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
行
政
の
仕
事
な
ど
に

つ
い
て
の
苦
情
や
意
見
・
要
望
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

行
政
相
談
員
は
、
皆
さ
ん
の
身
近
な
相
談
相
手

と
し
て
、
国
な
ど
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
や
行
政
の
仕

組
み
、
手
続
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
、
相
談

者
へ
の
助
言
や
関
係
行
政
機
関
に
対
す
る
改
善
の

申
し
入
れ
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

左
記
の
と
お
り
、
行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

の
で
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料

で
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

■
日
時

　

５
月
16
日
（
火
）
午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
場
所　

役
場
１
階
当
直
室

■
行
政
相
談
員

嘉
原　

篤
己

　

企
画
課
で
は
、
瀬
戸
内
町
長
期
振
興
計

画
に
お
け
る
「
自
然
・
文
化
を
生
か
し
た

住
民
参
加
・
人
づ
く
り
の
ま
ち
」
を
基
本

理
念
と
し
て
、
住
民
参
画
と
協
働
に
よ

り
、
安
心
し
て
住
み
続
け
る
こ
と
の
で
き

る
「
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
す
る
た
め
の

活
動
（
事
業
）
に
対
し
、
補
助
金
を
交
付

し
ま
す
。

　

交
付
対
象
者
は
、
瀬
戸
内
町
内
の
集
落

や
自
治
会
、
任
意
団
体
等
で
、
地
域
提
案

型
事
業
と
し
て
交
付
決
定
を
受
け
た
も
の

に
対
し
て
活
動
費
の
一
部
を
町
が
助
成

（
上
限
30
万
円
）
す
る
も
の
で
す
。

　

具
体
的
な
活
動
内
容
は
、
集
落
内
道
路

の
維
持
管
理
作
業
や
高
齢
者
の
見
守
り
・

支
え
合
い
活
動
、文
化
芸
能
等
伝
承
活
動
、

地
域
産
業
活
性
化
支
援
な
ど
で
す
。

　

申
込
期
間
は
、
６
月
30
日
（
金
）
必
着

と
な
り
ま
す
。

　

募
集
要
項
や
応
募
様
式
は
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
の

で
、多
数
の
ご
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

Vol 28

質：庭の手入れもだめなの？
答→できます
質：貝採りなども行けなくなるの？
答→普通地域内では問題ありませんが、海域公
園地区内では指定された動植物の採取に規制が
かかります。
質：イノシシ猟ができなくなるの？
答→特別保護地区のみ規制されます（イノシシ
有害捕獲は適用除外）

特別保護地区 規制強

第 1 種特別地域

第 2 種特別地域

第 3 種特別地域

許
可
制

よくある質問｜国立公園になると？

規制弱
普通地域

届
出
制
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瀬
戸
内
町
で
は
、
生
活
排
水
に
よ
る
公
共
水
域
の

水
質
汚
濁
を
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
合
併
処
理

浄
化
槽
設
置
整
備
補
助
金
制
度
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
平
成
13
年
４
月
の
浄
化
槽
法
の
改
正
に

よ
り
、
浄
化
槽
を
設
置
す
る
場
合
は
、
合
併
処
理
浄

化
槽
に
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

※
合
併
処
理
浄
化
槽
と
は
・・・
し
尿
や
生
活
排
水（
台

所
・
風
呂
・
洗
濯
な
ど
の
排
水
）
が
処
理
で
き
る
浄

化
槽
で
す
。
単
独
処
理
浄
化
槽
や
く
み
取
り
式
便
槽

で
は
処
理
で
き
な
い
生
活
排
水
を
処
理
で
き
ま
す
。

■
対
象
区
域　

農
業
集
落
排
水
対
象
地
域
（
阿
木
名

集
落
）
を
除
く
、
瀬
戸
内
町
全
域
。

■
対
象
の
浄
化
槽　

国
庫
補
助
指
針
に
適
合
す
る
処

理
対
象
人
員
10
人
槽
以
下
の
合
併
処
理
浄
化
槽

■
対
象
の
住
宅

①
居
住
を
目
的
と
し
た
専
用
住
宅
で
あ
る
こ
と
。

②
事
務
所
ま
た
は
店
舗
併
設
住
宅
の
場
合
は
、
居
住

部
分
の
床
面
積
が
総
床
面
積
の
２
分
の
１
以
上
あ
る

こ
と
。

■
受
付
期
間

　

平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら
年
度
を
通
じ
て
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
予
算
に
限
り
が
あ
る
た
め

受
付
期
間
内
で
あ
っ
て
も
早
期
に
終
了
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
申
請
方
法　

浄
化
槽
施
工
業
者
が
申
請
を
行
い
ま

す
の
で
、各
施
工
業
者
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

瀬
戸
内
町
で
は
飼
い
猫
の
避
妊
・
去
勢
の
手

術
を
平
成
29
年
度
中
（
平
成
30
年
３
月
ま
で
）

に
希
望
さ
れ
る
方
に
対
し
、
左
記
の
通
り
費
用

の
一
部
を
助
成
す
る
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

■
対
象
の
飼
い
猫　

　

生
後
６
ヶ
月
以
上
、
瀬
戸
内
町
で
飼
い
猫
登

録
済
み
の
猫
（
野
良
猫
は
対
象
外
）

※
ま
だ
飼
い
猫
登
録
が
お
済
で
な
い
場
合
は
、

登
録
手
数
料
１
匹
に
つ
き
５
０
０
円
と
印
鑑
を

お
持
ち
に
な
り
、
飼
い
猫
登
録
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

■
お
申
し
込
み
期
間　

　

平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら
年
度
を
通
じ
て
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
予
算
に
限
り
が

あ
る
た
め
、
期
間
中
で
あ
っ
て
も
受
付
を
終
了

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

■
助
成
の
金
額　

　

オ
ス
１
匹
に
つ
き
５
千
円
、
メ
ス
１
匹
に
つ

き
１
万
円

■
助
成
対
象
の
動
物
病
院

①
奄
美
動
物
病
院

【
住
所
】
奄
美
市
名
瀬
浦
上
町
２
‐
27

☎
０
９
９
７
‐
５
２
‐
２
０
２
２

②
ゆ
い
の
島
動
物
病
院

【
住
所
】
奄
美
市
名
瀬
石
橋
町
11
‐
26

☎
０
９
９
７
‐
６
９
‐
３
８
１
９

■
お
申
し
込
み
方
法

　

印
鑑
を
持
参
し
、
役
場
１
階
町
民
生
活
課
生

活
環
境
係
の
窓
口
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■お問合わせ先　町民生活課　生活環境係☎０９９７－７２－１０６０

■お問合わせ先　町民生活課　生活環境係☎０９９７－７２－１０６０

平
成
29
年
度
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備
補
助
金
制
度
に
つ
い
て

平
成
29
年
度
飼
い
猫
の
避
妊
・
去
勢

　
　
　

手
術
に
対
す
る
助
成
に
つ
い
て

補助制度

補助制度

区分 ５人槽 ７人槽 10 人槽

新規設置 482,000 円 564,000 円 698,000 円

単独処理浄化槽からの入替 572,000 円 654,000 円 788,000 円

汲み取り式便槽からの入替 582,000 円 664,000 円 798,000 円

■補助金額（住居建て替えの場合は、「新規設置」区分になります）

　

直
売
所
イ
ベ
ン
ト
『
新
鮮
野
菜
は
る
市
』
開

催
！
出
店
者
も
募
集
！

　

奄
美
大
島CSA

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
ゆ
い
わ

～
く
」
の
一
環
で
、
４
月
度
よ
り
月
１
程
度
で

直
売
所
イ
ベ
ン
ト
『
新
鮮
野
菜
は
る
市
』
を
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

こ
の
取
組
み
を
通
じ
て
、
地
元
の
生
産
者
と

地
元
の
消
費
者
が
直
接
関
わ
り
あ
う
場
作
り
を

行
う
こ
と
で
、
住
民
の
絆
づ
く
り
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

　
『
新
鮮
野
菜
は
る
市
』
で
は
、
新
鮮
な
地
元

の
作
物
は
も
ち
ろ
ん
、
加
工
品
や
、
雑
貨
類
も

販
売
し
て
お
り
ま
す
。

　

当
日
は
畑
農
園
よ
り
、
感
謝
祭
と
し
て
苗
の

特
別
セ
ー
ル
も
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

前
回
は
３
０
０
名
を
越
す
方
に
お
越
し
い
た

だ
き
、
大
変
人
気
な
市
場
と
な
り
ま
す
の
で
お

早
め
に
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

■
日
程 　

平
成
29
年
５
月
７
日
（
日
）

■
時
間 　

正
午
～
午
後
３
時

 

※
完
売
次
第
、
イ
ベ
ン
ト
終
了

■
開
催
場
所 

Ａ
コ
ー
プ
古
仁
屋
店
近
く
農
協

倉
庫
前 

テ
ン
ト
設
置

■
出
店
予
定 

畑
農
園
、
叶
農
産
、
上
原
つ
き

あ
げ
、
赤
し
ょ
う
び
ん
、
コ
ニ
ヤ
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
、
な
が
む
ら
農
園
、
ふ
や
よ
み
等

■
備
考 

天
候
に
よ
り
、
中
止
に
な
る
場
合
が

ご
ざ
い
ま
す
の
で
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
お
問
合
わ
せ
先　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
泰
山

☎
０
８
０
‐
８
３
６
７
‐
５
９
７
６

「
新
鮮
野
菜
は
る
市
」
開
催
！
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■お問合わせ先　農林課　営農畜産係（田原、春）☎０９９７－７２－１１７４

 　

 

農
業
経
営
を
目
指
す
人
材
（
担
い
手
）
を
募
集
し
ま
す

人材募集

　

本
町
に
お
い
て
農
業
経
営
を
希
望

す
る
者
に
対
し
て
、
農
業
の
基
礎
知

識
・
経
営
方
法
、
技
術
に
関
す
る
実

地
研
修
を
行
い
な
が
ら
、
農
業
で
自

立
を
目
指
す
人
材
を
育
成
・
支
援
し
、

本
町
の
農
業
振
興
の
一
助
に
な
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
。

■
募
集
人
員　

若
干
名

■
研
修
期
間

　

平
成
29
年
７
月
か
ら
１
年
間

■
研
修
品
目

　

重
点
振
興
品
目
（
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ

ル
ー
ツ
・
タ
ン
カ
ン
・
カ
ボ
チ
ャ
等
）

■
研
修
資
格

①
農
業
を
職
業
と
し
て
選
択
し
、
か

つ
研
修
品
目
を
希
望
す
る
も
の
で
、

自
主
的
努
力
を
基
本
に
自
立
経
営
農

家
を
目
指
し
た
就
農
意
欲
が
高
い
と

認
め
ら
れ
る
者

②
瀬
戸
内
町
に
住
所
を
有
し
、
研
修

後
も
本
町
に
お
い
て
農
業
に
従
事
で

き
る
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
す

平
成
29
年
度
家
庭
生
ご
み
処
理
機(

容
器)

購
入
補
助
金
に
つ
い
て

■お問合わせ先　町民生活課　生活環境係☎０９９７－７２－１０６０ 補助事業

　

瀬
戸
内
町
で
は
、
ご
み
の
減
量

化
及
び
リ
サ
イ
ク
ル
の
促
進
を
目

的
に
、
家
庭
生
ご
み
処
理
機
（
容

器
）
の
購
入
補
助
事
業
を
実
施
し

て
お
り
、
購
入
費
を
補
助
し
て
い

ま
す
。

■
対
象
者

　

対
象
者
は
下
記
の
条
件
を
す
べ

て
満
た
す
方
で
す
。

①
瀬
戸
内
町
に
住
所
を
有
す
る
方

②
家
庭
か
ら
出
る
生
ご
み
を
処
理

す
る
方

③
大
型
生
ご
み
処
理
機
が
設
置
さ

れ
て
い
な
い
地
区
に
お
住
ま
い
の

方■
対
象
機
器

①
家
庭
用
生
ご
み
処
理
機

②
コ
ン
ポ
ス
ト
容
器

■
交
付
限
度
台
数

①
家
庭
用
生
ご
み
処
理
機

１
世
帯
に
つ
き
、
１
台
ま
で

②
コ
ン
ポ
ス
ト
容
器

１
世
帯
に
つ
き
、
２
台
ま
で

■
補
助
金
額

①
家
庭
用
生
ご
み
処
理
機

　

１
台
に
つ
き
３
万
円
を
限
度
と

し
、購
入
費
の
半
額
を
補
助（
１
０
０

円
未
満
切
捨
て
）

②
コ
ン
ポ
ス
ト
容
器

　

１
台
に
つ
き
３
千
円
を
限
度
と

し
、購
入
費
の
半
額
を
補
助（
１
０
０

円
未
満
切
捨
て
）

■
受
付
期
間

　

平
成
29
年
４
月
１
日
よ
り
年
度
を

通
じ
て
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

但
し
、
予
算
に
限
り
が
あ
る
た
め
、

期
間
中
で
あ
っ
て
も
受
付
を
終
了
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

■
申
請
の
際
に
必
要
な
も
の

　

購
入
し
た
際
の「
領
収
書
」と「
生

ご
み
処
理
機
（
容
器
）
の
設
置
状
況

写
真
」、「
印
鑑
」、
補
助
金
振
込
用

指
定
口
座
の
「
通
帳
」
を
役
場
１
階

町
民
生
活
課
生
活
環
境
係
の
窓
口
ま

で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

る
者

③
地
域
社
会
と
融
和
し
、
中
核
的
な

担
い
手
と
し
て
地
域
の
発
展
に
寄
与

で
き
る
者

④
概
ね
18
歳
か
ら
60
歳
以
下
の
健
康

な
者
で
新
規
就
農
を
志
す
者

⑤
自
己
資
金
等
の
条
件
が
整
っ
て
お

り
、
農
地
の
確
保
が
見
込
ま
れ
る
者

■
研
修
内
容

①
農
業
基
礎
講
座
に
よ
る
栽
培
理

論
、
農
業
経
営
等
の
研
修

②
本
町
の
重
点
振
興
品
目
の
栽
培
技

術
研
修
及
び
研
修
施
設
を
活
用
し
た

実
践
研
修

③
そ
の
他
就
農
に
向
け
た
各
種
研
修

会
の
実
施

■
募
集
期
間

　

平
成
29
年
５
月
12
日
（
金
曜
日
）

ま
で

■
そ
の
他

　

研
修
申
込
書
等
に
つ
い
て
は
農
林

水
産
課
に
て
準
備
し
て
い
ま
す
。
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■お問合わせ先　瀬戸内町立図書館・郷土館☎０９９７－７２－３７９９   　

瀬
戸
内
町
立
図
書
館
・
郷
土
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

図書館

■
開
館
時
間

火
～
土
曜
日
【
午
前
９
時
～
午
後
６
時
】

日
曜
日
・
祝
日
【
午
前
９
時
～
午
後
５
時
】

■
休
館
日

　

月
曜
日
、
年
末
年
始
、
特
別
資
料
整
理
日

■
貸
出
冊
数

　

10
冊
（
雑
誌
は
５
冊
ま
で
、CD

は
中
学
生

以
上
か
ら
利
用
で
き
、
３
点
ま
で
）

■
貸
出
期
間

　

２
週
間
（
予
約
が
な
い
場
合
に
限
り
、
１
度

だ
け
貸
出
期
間
の
延
長
が
で
き
ま
す
）

■
所
在
地

　

瀬
戸
内
町
古
仁
屋
１
２
８
３
‐
１
７

※
瀬
戸
内
警
察
署
、
老
人
ホ
ー
ム
奄
美
の
園
の

お
隣
で
す
。

■
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

U
RL

：http://w
w

w
.setouchi-lib.jp

　

大
島
本
島
側
と
加
計
呂
麻
島
側
を
交
互
に
町

内
の
各
集
落
を
移
動
図
書
館
車
が
巡
回
し
て
い

ま
す
。

　

巡
回
コ
ー
ス
や
日
程
に
つ
き
ま
し
て
は
、
瀬

戸
内
町
立
図
書
館
・
郷
土
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
記
載
し
て
お
り
ま
す
。

『
瀬
戸
内
町
内
の
遺
跡
１
』
と
『
瀬
戸
内

町
内
の
遺
跡
２
』
が
刊
行　

　

瀬
戸
内
町
内
の
遺
跡
・
近
代
遺
跡
に
つ

い
て
の
調
査
報
告
書
が
刊
行
さ
れ
ま
し

た
。　

こ
の
二
つ
の
報
告
書
に
は
、
瀬
戸

内
町
内
の
古
く
は
約
六
千
年
前
の
遺
跡
か

ら
、
明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
築
か
れ
た

戦
跡
な
ど
の
近
代
遺
跡
に
つ
い
て
、
書
か

れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
は
瀬
戸
内
町
立
図
書
館

で
閲
覧
で
き
ま
す
。

　

瀬
戸
内
町
内
の
遺
跡
や
近
代
遺
跡
は
町

の
文
化
・
歴
史
を
伝
え
る
大
切
な
も
の
で

す
。
こ
れ
ら
の
保
護
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

■お問い合わせ先　町民生活課　国民年金係☎０９９７－７２－１０６０ 　
　

年
金
コ
ー
ナ
ー

特例追納

■
特
定
期
間
に
つ
い
て

　

国
民
年
金
の
第
３
号
被
保
険
者

が
、
配
偶
者
（
第
２
号
被
保
険
者
）

の
退
職
や
ご
本
人
の
収
入
が
増
加
し

た
こ
と
等
に
よ
っ
て
扶
養
か
ら
外
れ

た
場
合
に
は
、
第
１
号
被
保
険
者
へ

の
切
替
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
切
替
手
続
き
が
２
年
以
上
遅

れ
、
時
効
に
よ
り
国
民
年
金
の
保
険

料
を
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
期
間
に
つ
い
て
は
、
届
出
に
よ
り

年
金
の
受
給
資
格
期
間
に
算
入
す
る

こ
と
が
で
き
、
年
金
を
受
け
取
れ
な

い
事
態
を
防
止
で
き
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。（
た
だ
し
、
年
金
額
に
は
反

映
し
ま
せ
ん
。）

■
特
例
追
納
に
つ
い
て

　

届
出
に
よ
り
特
定
期
間
と
さ
れ
た

期
間
に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年
４
月

１
日
か
ら
平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で

の
３
年
間
、特
定
保
険
料
を
納
付（
特

例
追
納
）
す
る
こ
と
で
年
金
額
を
増

や
す
こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。（
既
に
年
金
を
受
け
と
っ
て
い

る
方
は
、
特
例
追
納
を
し
て
も
年
金

額
が
増
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

■
特
例
追
納
の
対
象
期
間

①
特
例
追
納
す
る
時
点
で
60
歳
未
満

の
方
…
承
認
が
あ
っ
た
月
前
10
年
以

内
の
期
間

②
特
例
追
納
す
る
時
点
で
60
歳
以
上

の
方
…
50
歳
以
上
60
歳
未
満
で
あ
っ

た
期
間

　

詳
し
く
は
、
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ

イ
ヤ
ル
又
は
お
近
く
の
年
金
事
務
所

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル
】

☎
０
５
７
０
（
０
０
３
）０
０
４
（
ナ

ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

※
０
５
０
か
ら
始
ま
る
電
話
で
お
か

け
に
な
る
場
合
は
、

☎
０
３
（
６
６
３
０
）
２
５
２
５

■
受
付
時
間　

月
～
金
曜
日

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

第
２
土
曜
日

午
前
９
時
～
午
後
５
時　

※
祝
日
（
第
２
土
曜
日
を
除
く
）、

12
月
29
日
～
１
月
３
日
は
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

特
定
期
間
・
特
例
追
納
制
度
の
ご
案
内

■遺跡・近代遺跡調査報告書
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好
評
の
た
め
、
今
年
度
も
国
民
健
康
保
険
加
入
者
以

外
の
保
険
加
入
者
の
方
も
適
用
し
ま
す
。

■
場
所　

緑
道
場

■
対
象
者

　

30
歳
以
上
か
ら
70
歳
ま
で
の
男
女

①
国
民
健
康
保
険
加
入
者
（
20
名
）

②
国
民
健
康
保
険
以
外
の
保
険
加
入
者
（
10
名
）

※
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

■
金
額　

利
用
者
負
担
１
か
月
１
千
円

■
内
容

①
健
康
運
動
指
導
士
に
よ
る
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
・

指
導
（
毎
週
水
曜　

午
前
10
時
～
11
時
）

②
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
使
い
放
題

③
健
康
空
手
（
毎
週
木
曜
日
午
後
７
時
～
８
時
）　　

④
管
理
栄
養
士
に
よ
る
栄
養
相
談

■
期
間　

６
月
～
11
月

■
募
集
期
間　

５
月
８
日
～
５
月
20
日
ま
で

■
実
施
期
間

平
成
29
年
５
月
24
日
（
水
）
か
ら

平
成
30
年
２
月
28
日
（
水
）
ま
で

毎
週
１
回
（
水
曜
日
）

受
付　

午
後
１
時
30
分　

■
実
施
内
容

　

み
な
さ
ん
と
楽
し
く
読
み
書

き
・
体
操
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
行
い
な
が
ら
脳
を
イ
キ
イ
キ
と

活
性
化
さ
せ
、
認
知
機
能
の
低
下

を
防
ぎ
ま
す
。（
読
み
書
き
・
数

字
盤
・
体
操
・
ゲ
ー
ム
・
音
楽
療

法
・
ぬ
り
絵
・
お
茶
会
）

■
場
所　

船
津
コ
ー
ラ
ル
タ
ウ
ン

集
会
所　
　
　
　

■
対
象
者

　

介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
概

ね
65
歳
以
上
の
方

■
募
集
定
員　

20
名
程
度

■
お
申
し
込
み
方
法

　

役
場
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

へ
電
話
、
ま
た
は
直
接
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

■お問合わせ・申込先　保健福祉課　保険給付係（西田、田村）☎０９９７－７２－１０６８

■お問合わせ・申込先　地域包括支援センター（朝谷）☎０９９７－７２－１１５３

　

肉
体
改
造
教
室
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

　

ひ
ら
め
き
教
室
（
脳
ト
レ
）
参
加
者
募
集

　
　
　
　
～
頭
も
心
も
健
康
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
～

肉体改造

脳トレ

糖尿病教室を開催します！
■場所　役場 3 階　会議室

■日時　平成 29 年 5 月 16 日（火）

　　　　午前 10 時～正午

■対象者　自分や家族の血糖値について気になる方

■お申込みは　保健福祉課　

☎ 0997-72-1068　担当　( 西田・田村 ) まで

■内容　糖尿病、改善予防方法、昼食試食会

血糖値が気になるあなたへ

参加者募集

ち ょ っ と し た コ ツ

で 、血 糖 値 を 改 善

し て 健 康 な 血 管 を 手 に 入

れ ま せ ん か ？

この教室に参加すると、
元気高齢者得トクポイント

がもらえます！
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■お問合わせ・申込先　 地域包括支援センター （林、古川）☎０９９７－７２－１１５３

■お問合わせ・申込先　 地域包括支援センター （林）☎０９９７－７２－１１５３

　
　
　

男
の
料
理
教
室
参
加
者
募
集

　
　

元
気
な
笑
顔
教
室
の
参
加
者
募
集

　
　
　

～
い
つ
ま
で
も
元
気
で
暮
ら
せ
る
た
め
に
～

男の料理

笑顔教室

■
実
施
期
間

　

平
成
29
年
６
月
か
ら

　

平
成
30
年
２
月
ま
で

毎
月
第
１
・
第
３
木
曜
日 

受
付　

午
前
９
時
30
分　

■
実
施
内
容

　

献
立
作
成
か
ら
買
い

物
・
調
理
・ 

食
事
ま
で
の

一
連
の
流
れ
を
行
な
い
ま

す
。

　

栄
養
士
の
先
生
や
仲
間

と
楽
し
く
料
理
を
し
ま

し
ょ
う
！

■
対
象
者　

概
ね
65
歳
以

上
の
男
性
（
介
護
保
険
を

受
け
て
い
な
い
方
）

■
募
集
定
員　

20
名
程
度

■
場
所　

物
産
館
調
理
室

■
参
加
費　

５
０
０
円

■
お
申
し
込
み
方
法

　

平
成
29
年
５
月
26
日

（
金
）
ま
で
に
役
場
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
電

話
、
又
は
直
接
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

■
実
施
期
間

　

平
成
29
年
６
月
か
ら

　

平
成
30
年
２
月
ま
で

毎
週
１
回
（
火
曜
日
）

受
付　

午
前
９
時
30
分
～

■
場
所　

物
産
館
２
階

■
実
施
内
容

　

健
康
運
動
指
導
士
等
の
指
導

に
よ
る
筋
力
向
上
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
で
、
楽
し
く
運
動
し
な
が
ら

筋
力
向
上
を
図
り
ま
す
。

■
対
象
者　

介
護
認
定
を
受
け

て
い
な
い
概
ね
65
歳
以
上
の
方

◆
募
集
定
員　

40
名
程
度

（
先
着
40
名
で
す
が
、
初
心
者

を
優
先
し
ま
す
。
１
年
間
継
続

し
て

参
加
で
き
る
方
、
２
階
ま
で
の

階
段
を
の
ぼ
れ
る
方
）

■
お
申
し
込
み
方
法

　

平
成
29
年
５
月
26
日
（
金
）

ま
で
に
役
場
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
へ
電
話
、
ま
た
は
直
接

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

この教室に参加すると、
元気高齢者得トクポイント

がもらえます！

この教室に参加すると、
元気高齢者得トクポイント

がもらえます！
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みんなの絆｜まちの出来事

　

一
般
社
団
法
人
あ
ま
み
大
島
観
光

物
産
連
盟
の
主
催
に
よ
る
ト
ー
ク
＆

ラ
イ
ブ
イ
ベ
ン
ト
、「
あ
ま
み
っ
け
。

の
日
」
が
海
の
駅
に
て
開
催
さ
れ
、

会
場
を
埋
め
尽
く
す
多
数
の
来
場
者

で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
永
井
し
ず
の
さ

ん
に
よ
る
島
唄
や
柳
家
本
舗
、
や
ば

渕
あ
さ
ひ
さ
ん
に
よ
る
余
興
、
中
孝

介
さ
ん
に
よ
る
ラ
イ
ブ
が
行
わ
れ
た

ほ
か
、
東
京
で
開
催
さ
れ
た
イ
ベ
ン

ト
の
様
子
や
奄
美
を
ス
ト
ー
リ
仕
立

て
で
紹
介
す
る
映
像
が
放
映
さ
れ
ま

し
た
。

　

瀬
戸
内
町
は
、
町
内
に
12
局
あ
る

郵
便
局
と
地
域
に
お
け
る
協
力
に
関

す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

協
定
で
は
、
郵
便
局
員
が
高
齢
者

や
障
害
者
、
子
ど
も
の
異
変
に
気
付

い
た
と
き
、
道
路
の
異
変
に
気
付
い

た
と
き
、
不
法
投
棄
と
思
わ
れ
る
廃

棄
物
を
発
見
し
た
と
き
に
業
務
に
支

障
が
な
い
範
囲
で
町
へ
情
報
を
提
供

し
ま
す
。

　

古
仁
屋
郵
便
の
中
村
貞
広
局
長

は
、「
町
と
郵
便
局
は
、
あ
ら
ゆ
る

面
で
共
通
の
課
題
が
あ
り
、
協
力
し

て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

町
商
工
観
光
課
が
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
連
絡
協
議
会
に
呼
び
か
け
、
国
立

公
園
指
定
記
念
及
び
世
界
自
然
遺
産

登
録
に
向
け
た
海
岸
ク
リ
ー
ン
ア
ッ

プ
事
業
の
一
環
と
し
て
海
岸
清
掃
作

業
を
行
い
ま
い
し
た
。

　

当
日
は
、
曇
り
空
の
中
、
７
団
体

１
６
０
名
が
参
加
し
、
観
光
客
が
訪

れ
る
古
仁
屋
漁
港
周
辺
な
ど
の
海
岸

清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

　

清
掃
で
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
、
ア
ル
ミ
缶
、
鉄
屑
な

ど
が
あ
り
、
２
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
２
台

分
の
ゴ
ミ
が
回
収
さ
れ
ま
し
た
。

あ ま み っ け 。 の 日 イ ベ ン
ト が 開 催 さ れ ま し た

地 域 に お け る 協 力 に 関 す
る 協 定 を 結 び ま し た海 岸 ク リ ー ン ア ッ プ 事

業 が 行 わ れ ま し た

2 月 26 日（ 日）盛 り 上 が り ま し た

3 月 3 日（ 金）ま ち を 守 る3 月 19 日（ 日）観 光 シ ー ズ ン を 前 に

　

耐
用
年
数
が
過
ぎ
、
老
朽
化
し
て

い
た
阿
鉄
集
落
の
消
防
車
両
に
変
わ

り
、
ト
ー
ハ
ツ
株
式
会
社
製
の
可
搬

ポ
ン
プ
積
載
車
を
配
備
し
ま
し
た
。

　

納
車
日
に
は
、
業
者
に
よ
る
ポ
ン

プ
や
ホ
ー
ス
な
ど
の
積
載
装
備
の
扱

い
方
の
説
明
が
あ
り
、
集
落
の
消
防

団
員
が
操
作
を
行
い
な
が
ら
学
び
ま

し
た
。

　

団
員
の
岩
元
さ
ん
は
「
新
車
は
、

軽
自
動
車
で
小
回
り
が
利
き
、
機
敏

に
動
け
る
。
た
だ
、
車
両
を
使
う
こ

と
が
起
き
な
い
こ
と
が
一
番
い
い
事

で
す
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

阿 鉄 集 落 消 防 団 に 新 車
両 を 配 備 し ま し た

2 月 23 日（木）集落を守る
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まちの出来事、お寄せください♪　企画課　情報政策係☎ 0997-72-1112Events of the town

　

瀬
戸
内
町
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
連
盟

（
事
務
局
長
町
田
慶
太
、
30
名
）
主

催
に
よ
る
、
職
域
大
会
が
清
水
公
園

総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、16
チ
ー
ム
が
参
加
し
、

小
学
校
４
年
生
か
ら
60
代
ま
で
の
幅

広
い
年
齢
が
和
気
あ
い
あ
い
と
試
合

を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

理
事
長
の
信
岡
実
さ
ん
は
「
こ
れ

か
ら
も
職
場
や
団
体
の
輪
を
作
る

き
っ
か
け
と
な
る
職
域
大
会
を
開
催

し
な
が
ら
、
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
に
ふ
れ

る
機
会
を
ふ
や
し
て
い
け
た
ら
」
と

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

古
仁
屋
高
校
生
徒
会
が
企
画
し
、

古
仁
屋
高
校
１
、２
年
生
（
93
名
）

が
参
加
し
た
、
古
仁
屋
市
街
地
の
ク

リ
ー
ン
作
戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ク
リ
ー
ン
作
戦
で
は
、
地
区
分
け

さ
れ
た
市
街
地
を
３
か
ら
５
名
の
班

ご
と
に
歩
き
な
が
ら
、
軽
ト
ラ
ッ
ク

１
台
分
の
ご
み
を
拾
い
ま
し
た
。

　

生
徒
か
ら
は
、
量
は
少
な
か
っ
た

が
、
た
ば
こ
や
空
き
缶
の
ご
み
が
目

立
っ
た
と
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　

生
徒
会
長
の
栄
慎
之
助
さ
ん
は

「
活
動
を
き
っ
か
け
に
ポ
イ
捨
て
が

減
っ
て
く
れ
た
ら
」と
話
し
ま
し
た
。　

　

瀬
戸
内
町
は
、
医
療
福
祉
等
の
分

野
で
助
言
や
提
案
を
行
う
地
域
政
策

顧
問
（
医
療
福
祉
政
策
）
を
新
た
に

設
け
、
九
州
大
学
の
信
友
浩
一
名
誉

教
授
へ
委
嘱
し
ま
し
た
。

　

委
嘱
式
で
は
、
委
嘱
状
の
ほ
か
、

名
刺
を
渡
し
ま
し
た
。
任
期
は
、

２
０
１
９
年
３
月
22
日
ま
で
の
２
年

間
で
、
地
域
振
興
の
積
極
的
な
推
進

を
目
的
に
医
療
分
野
や
産
業
分
野
な

ど
８
項
目
を
助
言
い
た
だ
き
ま
す
。

　

信
友
教
授
は
「
現
場
と
と
も
に
一

緒
に
な
っ
て
地
域
振
興
に
挑
戦
し
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
鹿
児
島
県
河
川
愛
護

運
動
の
優
良
団
体
に
対
す
る
県
知
事

表
彰
伝
達
式
が
、
大
島
支
庁
瀬
戸
内

事
務
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
運
動
は
、
河
川
・
海
岸
の
環
境

保
全
と
地
域
美
化
の
意
識
を
醸
成
す

る
こ
と
を
目
的
に
実
施
。

　

河
川
の
環
境
美
化
に
貢
献
し
た
こ

と
を
表
し
、
三
浦
集
落
（
三
浦
敏
則

区
長
、
15
人
）、
木
慈
集
落
（
小
田

悦
郎
区
長
、
8
人
）、
須
手
集
落
（
川

畑
節
子
区
長
、
91
人
）
が
受
賞
し
、

帖ち
ょ
う

佐さ

訂
た
だ
す

所
長
か
ら
区
長
さ
ん
へ
賞

状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

バ ト ミ ン ト ン 職 域 大 会
が 開 催 さ れ ま し た古 仁 屋 高 校 ク リ ー ン 作

戦 が 行 わ れ ま し た

瀬 戸 内 町 地 域 政 策 顧 問 委
嘱 式 が 行 わ れ ま し た平 成 2 8 年 度 河 川 ・ 海 岸 愛 護

団 体 表 彰 式 が 行 わ れ ま し た

3 月 19 日（ 日）輪 を つ く る3 月 21 日（ 火）古 高 生 ま ち を き れ い に

3 月 23 日（ 木）地 域 振 興 に3 月 24 日（ 金）お め で と う ご ざ い ま す ！
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平成２９年度４月号
鹿 児 島 県 立 古 仁 屋 高 等 学 校

〒

鹿児島県大島郡瀬戸内町古仁屋 番地

自主自立 敬愛和協 明朗端正 勤勉誠実

↑ 校長を前に宣誓文を読みあげる

永井陽菜さん（古仁屋中）

在校生と初めて対面する新入生 入学式後の対面式

↑歓迎の言葉を述べる

田中里奈さん（３年生）

第 回入学式

４月７日に，本校体育館で第 回入学式が行われました。 人の新入生は，緊張した表情で入場してきましたが，

呼名に対して元気よく返事をしていました。校長先生は式辞の中で，新入生に向けて「目標を明確にする」・「生活習

慣を確立する」・「感謝の気持ちをもって生活する」の三点を意識して高校生活をスタートしてほしいと話しました。

平成 年度 転入職員の紹介

新入生を代表して挨拶をする

福沢あさひさん（古仁屋中） →

①名前 ②教科等 ③趣味・特技 ④古仁屋の町や古仁屋高校の第一印象

①中屋 健 事務長

②事務

③今まで無趣味でしたが，先生方のお話を

聞いて釣りを始めようと思っています。

④海の青さ・透明感に感動。野球部しかま

だ見ていませんが，ボールをひたむきに追

いかける姿に感動

①鳥丸 大輔

②保健体育

③趣味→スポーツ

特技→食べるのが

早いです。

④学校が元気だな。

町は美しい！おい

しい

①前田 絵梨香

②商業

③趣味→音楽鑑賞

特技→水泳

④網野子トンネルが

開通していて，運転

が楽になりました。

①柚木﨑 雅史

②事務

③旅行がしたいで

す。

④学校がきれい！

大会報告
野球部

季連続初戦突破！

回戦

古仁屋 薩摩中央

写真左：４点目（山畑勝越打

による生還）

写真右：校歌斉唱
鹿児島在住のスポーツ記者が発信するスポーツ情報サイト

「スポーツかごんま 」にも掲載中

①大山 良一 校長

②工業

③ドライブ・ものづくり

（ロボット製作等）

④きれいな町・学校



27　　広報せとうち

　

戸
籍
の
窓

　
　

お
誕
生
お
め
で
と
う

　
【
名
前
】　　
　
　
【
保
護
者
】　
【
住
所
】

　

満　

貴き

晴は

智ち　
　

拓
也　
　
　

古
仁
屋

　

永
田　

春は
る

翔と　
　

拓
磨　
　
　

花
富

　

高
塚　

律り
っ

句く　
　

勇
輝　
　
　

久
根
津

　

平　

愛あ
い

春は　
　
　

誠　
　
　
　

阿
木
名　

　
　

ご
結
婚
お
め
で
と
う

　
【
名
前
】　　
　
　
【
本
籍
】

　

永
井　

康
平　
　

久
慈

　

重
岡　

佐
知　
　

兵
庫
県

　

古
原　

英
樹　
　

古
仁
屋

　

岡
崎　

美
帆　
　

広
島
県　

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す　

　
【
名
前
】　　
　
　
【
年
齢
】　　
【
本
籍
】

　

請
島　

ト
ミ
ヱ　

73　
　
　
　

請
阿
室　

　

内
山　

ヨ
ネ
子　

90　
　
　
　

俵

　

田
中　

タ
ケ
コ　

88　
　
　
　

瀬
武

　

大
山　
　

夫　
　

81　
　
　
　

大
阪
府

　

村　

茂
美　
　
　

94　
　
　
　

古
志　

　

濵
﨑　

昇　
　
　

85　
　
　
　

古
仁
屋

　

田
島　

章
光　
　

68　
　
　
　

西
阿
室

　

宮
口　

末
子　
　

94　
　
　
　

池
地

　

町
田　

ス
マ
子　

80　
　
　
　

古
仁
屋　

平
成
29
年
３
月
分

　

香
典
返
し
と
し
て
社
協
へ

　
【
遺
族
】　　
　
　
【
故
人
】　　
【
住
所
】　　
　
　

　

茨
木　

睦
朗　
　

ミ
エ　
　
　

節
子

　

昇　

直
隆　
　
　

ソ
ノ　
　
　

瀬
久
井

　

泰
山　

英
紀　
　

栄
三　
　
　

清
水

　

永
治　

み
な　
　

清
原
博
和　

久
根
津

　
　
　
　
　
　
　
　
　

総
合
計
金
７
万
円
也

　
　

広
報
紙
郵
送
料

　
【
氏
名
】　　
　
　
　
　
　
　
　
【
住
所
】

　

武
田　

勝
次　
　

１
万
円　
　

大
阪
府

　

義
永　

忠
孝　
　

１
万
円　
　

大
阪
府　

　
　
　

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

司法書士による法律相談会（無料）のご案内
【相談日時及び場所】

①池地公民館　　　5月13日（土）午前9時～正午
②請阿室公民館　　5月13日（土）午後1時～ 4時
③船津団地集会所　5月18日（木）午前10時～午後1時
　※本相談会での直接受託は原則行いません。

【お問い合わせ先】主催：瀬戸内町商工会青年部　
℡ ０９９７－７２－０１４７（担当：梶ヶ山）
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水のトラブルすぐに解決！
瀬　戸　内　町　指　定　水　道　工　事　店

◆給・排水設備施工、維持管理 ◆浄化槽工事 ( 水洗トイレ )

◆排水管内視鏡カメラ調査、高圧洗浄  ◆貯水槽清掃

◆引っ越し清掃 ◆ハウスクリーニング ◆エアコン洗浄

㈲　瀬　戸　内　ビ　ル　シ　ス　テ　ム
瀬久井  ０９０－２５１５－５９２８

私たちが提供する

大切な方の事を考える大切な時間

経済的ご負担が軽くてすむ

「家族葬」を提案いたします。

家族葬
●管理費（年間）

15,000 円～ 35,000 円

●いつでもお参りが

できます。

場所：瀬久井

共同納骨堂

24時間受付・ご相談下さい。 早川福祉葬祭 72－ 4000・4444

自然環境の悪い今日
高い所のお墓やお墓参りの
困難な方々のために
ご先祖様のお骨の管理を
当社がお引受け致します。

事務所　☎　72-3973　　　☎　72-3714　　　☎　72-0754

快　適　な　衛　生　環　境　を　サ　ポ　ー　ト
・し尿汲み取り・浄化槽清掃管理

・トイレ・風呂・台所・洗面のツマリ等

( 有 ) 瀬 戸 内 清 掃
　　　　　　代表取締役　牧　　学

家庭ゴミ・事業所ゴミ・各粗大ゴミ

収　集　運　搬
１袋からタンス・ベッドその他まで

お 気 軽 に お 電 話 下 さ い
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瀬戸内町出身の勇有美さんが最優秀賞に｜第27回ヤンマー学生懸賞論文

阿木名小中が卒業記念植樹｜おおきくなってね

祷さんが町内初の伝統工芸士を取得｜伝統を紡ぐ

３月６日（月曜日）農業機器メーカーのヤンマー株式会社が主催する、
第 27 回ヤンマー学生懸賞論文で最優秀賞を受賞した、瀬戸内町篠川
出身の勇有

ゆう

美
み

さん（20 歳、鹿児島県立農業大学校）が役場を訪れて
くれました。
　同事業は、次世代を担う若者に農業の未来について広く自由な観点
から議論してもらうことを趣旨に開催されています。
　論文は、勇さんをはじめとする、学校の肉用牛科に所属する女性４
名のグループで作成し、「農業における女性活躍社会を目指して～脳
所、能女、農女になろう！～」をテーマに女性が農業で活躍するため
の課題を考察しました。
　有美さんは受賞を受けて「大変だったけど、頑張ってよかったです」
と話してくれました。有美さんは、今年４月から同学校の研究課へ進
学し、肉用牛の研究をされるそうです。

３月１１日（土曜日）阿木名小中学校の卒業生
が阿木名集落と嘉徳集落にて、合計60本のシャ
リンバイとヒカンザクラの記念植樹を行いまし
た。植樹は、県の森林環境税事業の一環で森林
の役割や林業の大切さを知ってもらうことを目
的に開催されています。
　植樹した中学３年生の保田雅子さんは「最後
にみんなと思い出ができてよかったです」と笑
顔で話してくれました。
　また、教員の榊さんは「子どもたちが島を離
れて帰ってきたときに見る桜になり、いい思い
出になると思います」と話してくれました。

３月２４日（月曜日）瀬戸内紬組合の禱
いのり

美喜子さんが町内
初の伝統工芸士を取得しました。伝統工芸士を取得するに
は、12 年の実務経験を有し、筆記と実務による試験を受
けなければいけません。
　機織りの見学に行くうちに紬を織る音が好きになり、大
島紬を織るようになったという禱さんは「今の私があるの
は、いつも協力し、支えてくれる役員や織士さん方たちの
おかげです。勉強中の身ではありますが、これからも瀬戸
内町から島の宝である大島紬の灯を絶やすことの無いよう
に後継者の育成、技術の向上に努めていきたいです」と話
してくれました。

受賞した勇さん

伝統工芸士を取得した禱さん

植樹する阿木名小中学校の卒業生


